
直
接
雇
用
だ
け
で
５
千
人
解
雇

は
不
利
な
存
在
に
な
る
」
と

見
ら
れ
て
い
た
た
め
だ
。
同

氏
は
Ｍ
Ｄ
Ｂ
所
属
の
下
院
議

員
だ
っ
た
２
０
１
７
年
、
同

じ
党
所
属
で
あ
り
な
が
ら
、

テ
メ
ル
大
統
領
（
当
時
）
の

罷
免
審
議
を
進
め
よ
う
と
し

た
経
緯
が
あ
る
た
め
だ
。

 　

そ
の
一
方
で
、
Ｐ
Ｔ
の
上

議
た
ち
も
１
１
日
、
パ
シ
ェ

コ
氏
を
推
薦
す
る
こ
と
を
決

め
た
。
同
党
上
院
リ
ー
ダ
ー

の
ロ
ジ
ェ
リ
オ
・
カ
ル
ヴ
ァ
ー

リ
ョ
氏
と
同
副
リ
ー
ダ
ー
の

ジ
ャ
ッ
ケ
ス
・
ヴ
ァ
ギ
ネ
ル
氏

に
よ
る
と
、
推
薦
は
「
満
場

一
致
」
で
決
ま
っ
た
と
い
う
。

両
上
議
は
推
薦
の
理
由
を
、

「
主
義
主
張
は
異
な
り
、
Ｐ

Ｔ
と
し
て
は
院
内
で
の
独
立

を
貫
く
が
、
議
長
に
は
院
内

の
調
和
を
重
ん
じ
る
人
物
を

選
び
た
い
」
と
説
明
し
て
い

る
。

　

敵
対
関
係
に
あ
る
ボ
ル
ソ

ナ
ロ
大
統
領
と
Ｐ
Ｔ
、
さ
ら

に
ア
ル
コ
ル
ン
ブ
レ
議
長
が

推
薦
す
る
と
あ
っ
て
、
現
時

点
で
は
パ
シ
ェ
コ
氏
が
か
な
り

有
利
な
展
開
と
な
っ
て
い
る
。

現
時
点
で
パ
シ
ェ
コ
氏
へ
の
支

持
を
表
明
し
て
い
る
の
は
、

　

伯
国
内
で
１
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
誇
る
自
動
車

メ
ー
カ
ー
の
フ
ォ
ー
ド
が
１
１
日
に
突
然
、
国
内
３
工

場
で
の
生
産
活
動
を
年
内
に
停
止
す
る
と
発
表
。
寝

耳
に
水
だ
っ
た
労
組
や
地
元
を
中
心
と
す
る
政
財
界

関
係
者
ら
の
間
に
激
震
が
走
っ
た
。
１
２
日
に
は
従
業

員
に
よ
る
抗
議
行
動
も
起
き
て
お
り
、
波
紋
は
大
き

い
と
１
１
、１
２
日
付
伯
字
紙
、
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

聖
市
ブ
タ
ン
タ
ン
研
究
所

が
８
日
に
国
家
衛
生
監
督

庁
（
Ａ
Ｎ
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）
に
緊

急
使
用
許
可
申
請
を
し
た
こ

と
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
ワ
ク
チ
ン
「
コ
ロ
ナ

バ
ッ
ク
」
の
接
種
が
、
聖
州

が
予
定
し
て
い
る
よ
う
に
１

月
２
５
日
か
ら
開
始
さ
れ
る

こ
と
が
現
実
味
を
帯
び
て
き

で
生
産
活
動
と
販
売
の
落
ち

込
み
が
顕
著
に
な
っ
た
事
だ

と
い
う
が
、「
ブ
ラ
ジ
ル
・
コ

ス
ト
」
と
呼
ば
れ
る
生
産
コ

ス
ト
の
高
さ
な
ど
も
遠
因
と

な
っ
て
い
る
。
南
米
地
区
で

の
業
績
は
２
０
１
３
年
の
経

済
危
機
以
降
、
低
下
傾
向
に

あ
り
、
米
国
本
社
が
経
営
を

支
援
し
て
い
た
。
そ
れ
に
拍

車
を
か
け
た
の
が
現
地
通
貨

の
価
値
低
下
で
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
、
伯
国

な
ど
の
南
米
地
区
の
販
売
低

下
に
輪
を
か
け
た
。

　

伯
国
で
の
生
産
停
止
と
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
で
の
生
産
体
制
再

構
築
の
影
響
は
直
接
雇
用
だ

け
で
５
千
人
規
模
に
上
る
見

込
み
だ
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
工
場

で
も
伯
国
で
の
生
産
停
止
の
影

響
で
人
員
が
削
減
さ
れ
る
が
、

生
産
活
動
は
続
け
ら
れ
る
。

　

同
社
の
国
内
従
業
員
は

６
１
７
１
人
お
り
、
金
属
労

組
に
よ
る
と
、
タ
ウ
バ
テ
工

場
で
は
８
３
０
人
が
解
雇
さ

コ
ロ
ナ
禍
販
売
激
減
が
ト
ド
メ

Ｐ
Ｔ
、
Ｄ
Ｅ
Ｍ
、
社
会
自
由

党
（
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）、社
会
民
主
党

（
Ｐ
Ｓ
Ｄ
）、
社
会
秩
序
共

和
党
（
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
）、共
和
者

（
Ｒ
Ｐ
）、
キ
リ
ス
ト
教
社

会
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｃ
）
で
、
造
反

者
が
出
な
け
れ
ば
、
２
９
票

を
獲
得
で
き
る
見
込
み
だ
。

　

さ
ら
に
、進
歩
党
（
Ｐ
Ｐ
）、

自
由
党
（
Ｐ
Ｌ
）、
民
主
労

働
党
（
Ｐ
Ｄ
Ｔ
）
も
こ
れ
に

続
く
と
み
ら
れ
て
お
り
、
単

純
計
算
で
は
過
半
数
の
４
１

票
を
超
え
る
こ
と
に
な
る
。

　
一
方
、
上
院
最
多
の
１
３

議
席
を
誇
る
Ｍ
Ｄ
Ｂ
は
、
候

補
確
定
が
遅
れ
て
お
り
、
ベ

ゼ
ー
ラ
上
議
の
ほ
か
、
同
党

上
院
リ
ー
ダ
ー
の
エ
ド
ゥ
ア

ル
ド
・
ブ
ラ
ガ
上
議
、
同
党

議
会
リ
ー
ダ
ー
の
エ
ド
ゥ
ア

ル
ド
・
ゴ
メ
ス
上
議
、
憲
政

委
員
会
委
員
長
の
シ
モ
ー
ネ
・

テ
ベ
テ
氏
ら
が
候
補
に
あ
が
っ

て
い
る
。
最
近
の
報
道
で
は

テ
ベ
テ
氏
を
最
有
力
視
す
る

声
が
目
立
っ
て
い
る
。

見
込
み
だ
が
、
ボ
ル
ソ
ナ
ロ

大
統
領
は
パ
シ
ェ
コ
氏
を
推

薦
し
て
い
る
と
い
う
。

　

こ
れ
は
８
日
に
、
上
院
政

府
リ
ー
ダ
ー
の
フ
ェ
ル
ナ
ン

ド
・
ベ
ゼ
ー
ラ
・
コ
エ
ー
リ
ョ

上
議
（
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）
が
大
統
領

本
人
か
ら
意
向
を
告
げ
ら
れ

た
こ
と
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。

大
統
領
は
公
に
は
自
身
の
希

望
は
話
し
て
お
ら
ず
、当
初
は

「
支
持
な
し
」
で
行
こ
う
と

し
て
い
た
。

　

こ
れ
は
意
外
な
展
開
だ
っ

た
。
な
ぜ
な
ら
、
パ
シ
ェ
コ
氏

は
当
初
、「
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
氏
に

　

２
月
に
行
わ
れ
る
上
院
議

長
選
で
、
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
大
統

領
と
労
働
者
党
（
Ｐ
Ｔ
）
の

推
薦
を
得
て
い
る
ロ
ド
リ
ゴ
・

パ
シ
ェ
コ
上
議
（
民
主
党
・

Ｄ
Ｅ
Ｍ
）
が
、
日
増
し
に
有

利
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
１
２

日
付
伯
字
紙
、
サ
イ
ト
が
報

じ
て
い
る
。

　

上
院
議
長
選
は
、
現
職
の

ダ
ヴ
ィ
・
ア
ル
コ
ル
ン
ブ
レ
議

長
（
Ｄ
Ｅ
Ｍ
）
が
推
薦
す
る

パ
シ
ェ
コ
氏
と
、
こ
れ
ま
で
に

最
も
多
く
議
長
を
輩
出
し
て

い
る
民
主
運
動
（
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）

候
補
と
の
一
騎
打
ち
と
な
る

大
統
領
、Ｐ
Ｔ
、同
胞
の
支
援
で

総
合
的
な
有
効
率
は
約
５
０
％
と
発
表

パシェコ上議 (Senado)

労組や政財界に激震走る

コロナバック

れ
る
見
込
み
だ
。
オ
リ
ゾ
ン

テ
の
工
場
で
は
４
７
０
人
が

働
い
て
い
る
。
カ
マ
サ
リ
工
場

で
は
Ｋ
ａ
と
Ｅ
ｃ
ｏ
Ｓ
ｐ
ｏ

ｒ
ｔ
の
２
車
種
、
タ
ウ
バ
テ

工
場
で
は
エ
ン
ジ
ン
と
ト
ラ
ン

ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
生
産
し
て
い

る
が
、
両
工
場
で
は
在
庫
用

の
部
品
生
産
ラ
イ
ン
以
外
が

直
ち
に
閉
鎖
さ
れ
る
。
オ
リ

ゾ
ン
テ
工
場
も
下
半
期
に
閉

鎖
さ
れ
る
予
定
だ
。
国
産
車

の
販
売
は
在
庫
が
な
く
な
り

次
第
、
終
了
と
な
る
。

　

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
や
ウ
ル
グ

ア
イ
か
ら
の
輸
入
車
種
は
、

Ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｓ
ｉ
ｔ
や
Ｒ
ａ
ｎ

ｇ
ｅ
ｒ
、
Ｂ
ｒ
ｏ
ｎ
ｃ
ｏ
、

Ｍ
ｕ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｇ　

Ｍ
ａ
ｃ

ｈ
１
と
な
る
予
定
だ
。

　

１
０
０
年
以
上
続
い
た

伯
国
で
の
生
産
活
動
停
止
は

大
き
な
痛
み
を
伴
う
決
断
だ

が
、
健
全
で
持
続
可
能
な
事

業
を
続
け
て
い
く
た
め
に
世

界
規
模
で
進
め
て
い
る
再
構

築
の
過
程
の
一
つ
だ
。
同
社

て
い
る
。
そ
ん
な
中
、「
誰

が
最
初
に
コ
ロ
ナ
バ
ッ
ク
の

接
種
を
受
け
る
か
」
が
話
題

と
し
て
浮
上
し
は
じ
め
て
お

り
、「
そ
の
第
１
号
を
ジ
ュ

リ
オ
・
ラ
ン
セ
ロ
ッ
テ
ィ
神

父
に
し
よ
う
」
と
い
う
動
き

が
ネ
ッ
ト
を
中
心
に
盛
り
上

が
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
同

神
父
が
ハ
イ
リ
ス
ク
・
グ

ル
ー
プ
の
７
２
歳
だ
か
ら
と

い
う
だ
け
で
な
く
、
人
道
派

神
父
と
し
て
路
上
生
活
者
の

積
極
的
な
保
護
を
行
っ
て
い

る
こ
と
で
有
名
だ
か
ら
だ
。

接
種
を
優
先
さ
れ
る
人
の
条

件
に
合
致
し
て
お
り
、
実
現

性
は
高
い
の
で
は
。

　
　
　
　
　

◎

　

ミ
ス
・
パ
ラ
ナ
に
も
輝

い
た
こ
と
の
あ
る
、
ユ
ー

チ
ュ
ー
バ
ー
の
ラ
ウ
レ
ン
・

ア
ラ
ナ
・
ロ
レ
ン
ゼ
ッ
テ
ィ

容
疑
者
（
３
１
）
が
１
１

日
、
聖
市
南
部
ヴ
ィ
ラ
・
マ

ス
コ
テ
で
逮
捕
さ
れ
た
。
ラ

ウ
レ
ン
容
疑
者
は
２
０
１
０

年
に
自
分
の
誘
拐
を
自
作
自

演
し
、
自
身
の
母
親
か
ら
身

代
金
１
０
万
レ
ア
ル
を
ゆ
す

り
と
ろ
う
と
し
た
が
、
未
遂

に
終
わ
り
、
２
０
１
８
年
に

有
罪
判
決
を
受
け
た
。
今
回

は
、
パ
ラ
ナ
州
の
裁
判
所
が

こ
の
件
で
昨
年
の
４
月
３
０

日
に
出
し
た
逮
捕
令
状
が
執

行
さ
れ
た
。
１
０
万
４
千
人

の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
を
誇
る
同
容

疑
者
は
現
在
妊
娠
９
カ
月
だ

と
い
う
。

　
　
　
　
　

◎

　

今
日
、
１
９
時
１
５
分
か

ら
リ
ベ
ル
タ
ド
ー
レ
ス
杯

準
決
勝
、
サ
ン
ト
ス
対
ボ

カ
・
ジ
ュ
ニ
オ
ル
ズ
戦
の
第

２
戦
が
、
サ
ン
ト
ス
の
本
拠

地
ヴ
ィ
ラ
・
ベ
ル
ミ
ロ
で
行

わ
れ
る
。
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ

ス
で
の
第
１
戦
は
０
―
０
の

引
き
分
け
だ
っ
た
の
で
、
こ

の
１
戦
で
決
勝
進
出
が
決
ま

る
。
か
た
や
ペ
レ
、
か
た
や

マ
ラ
ド
ー
ナ
で
お
な
じ
み

の
、
南
米
サ
ッ
カ
ー
史
上
に

残
る
伝
説
の
チ
ー
ム
同
士
の

対
戦
で
も
あ
る
。

　

第
３
地
域
裁
判
所
（
Ｔ
Ｒ

Ｆ
３
）
は
１
２
日
、
今
月

１
７
、２
４
日
に
行
わ
れ
る

予
定
の
国
家
高
等
教
育
試
験

（
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｍ
）
の
会
場
試
験

に
関
し
て
、
再
延
期
を
認
め

ず
、
予
定
通
り
行
う
よ
う
命

じ
た
。
同
試
験
は
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
、
す
で
に
一
度
延
期

さ
れ
て
い
る
。
１
２
日
付
現

地
サ
イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｍ
は
多
く
の
大
学

が
入
試
の
参
考
に
す
る
た

め
、
大
学
受
験
生
に
と
っ

て
は
最
も
重
要
な
テ
ス
ト

の
一
つ
だ
。
今
回
は
、
コ

ロ
ナ
禍
の
中
に
も
関
わ
ら

ず
、
全
国
で
５
７
８
万
人

が
受
験
す
る
予
定
だ
。
印
刷

さ
れ
た
問
題
用
紙
を
使
っ
て

の
試
験
は
１
万
４
千
カ
所
、

２
０
万
５
千
の
教
室
を
使
っ

て
行
わ
れ
る
予
定
だ
。

　

例
年
の
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｎ
は
１
１

月
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、

２
０
２
０
年
の
試
験
は
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
２
１

年
１
月
に
延
期
さ
れ
た
。

　

だ
が
、
現
在
は
コ
ロ
ナ
禍

が
ぶ
り
返
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
多
く
の
人
が
試
験
会
場

に
集
ま
る
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｍ
で
ク
ラ

イ
ス
タ
ー
（
大
量
感
染
）
が

起
き
る
こ
と
へ
の
懸
念
が
強

ま
り
、
受
験
者
や
大
学
関
係

者
の
中
か
ら
延
期
を
求
め
る

声
が
高
ま
っ
て
い
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
Ｔ
Ｒ
Ｆ
３

の
マ
リ
ー
ザ
・
ク
ラ
ウ
ジ
オ
・

ゴ
ン
サ
ウ
ヴ
ェ
ス
・
ク
シ
オ

判
事
は
こ
の
日
、「
地
域
ご

と
の
入
学
試
験
は
現
状
で
も

行
わ
れ
て
い
る
」
こ
と
を
理

由
に
試
験
日
程
の
延
期
を
禁

止
し
た
。

　

同
判
事
は
、
も
し
コ
ロ
ナ

禍
を
理
由
に
開
催
市
の
当
局

が
実
施
困
難
と
判
断
し
た
場

合
は
中
止
す
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
そ
の
場
合
、
主
催
の

国
立
教
育
研
究
所
（
Ｉ
Ｎ
Ｅ

Ｐ
）
は
、
受
験
者
に
再
試
の

機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
（
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
た

受
験
者
は
、
事
前
に
連
絡
す

れ
ば
、
２
月
２
３
、２
４
日

に
試
験
を
受
け
ら
れ
る
）。

　

こ
の
判
断
に
連
邦
司
法
支

援
局
（
Ｄ
Ｐ
Ｕ
）
は
控
訴
を

行
っ
た
が
、
受
験
が
こ
れ
以

上
先
延
ば
し
に
さ
れ
る
と
、

新
入
生
の
選
抜
作
業
が
遅

れ
、
大
学
の
新
学
期
に
間
に

合
わ
な
く
な
る
可
能
性
も
生

じ
る
。

　

１
２
日
、
聖
市
ブ
タ
ン
タ

ン
研
究
所
が
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
ワ
ク
チ
ン
「
コ
ロ
ナ

バ
ッ
ク
」
の
最
終
的
な
効
用

を
発
表
し
、
ご
く
軽
症
の
人

の
場
合
は
５
０
・
３
８
％
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。
先
週
の
時
点
で
発
表
さ

れ
た
７
８
％
と
い
う
数
値
と

は
開
き
が
あ
る
が
、
世
界
保

健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
求
め

る
５
０
％
以
上
の
基
準
数
値

は
超
え
た
。
１
２
日
付
伯
字

サ
イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

　

今
回
の
発
表
に
よ
る

と
、
全
国
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

１
万
３
０
６
０
人
の
内
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
後
に
コ
ロ
ナ
に

罹
患
し
た
人
は
２
１
８
人
い

た
。
内
訳
を
み
る
と
、
偽
薬

を
使
っ
た
人
が
１
５
８
人
、

コ
ロ
ナ
バ
ッ
ク
を
使
っ
た
人

が
６
０
人
と
い
う
結
果
だ
っ

た
。

　

ブ
タ
ン
タ
ン
研
究
所
は
先

週
、
コ
ロ
ナ
バ
ッ
ク
の
有
効

率
を
７
８
％
と
発
表
し
て
い

た
。
だ
が
、
そ
こ
に
は
、
コ

ロ
ナ
感
染
レ
ベ
ル
を
０
か
ら

１
０
の
１
１
段
階
に
分
け
た

場
合
の
「
２
（
助
け
の
必
要

の
な
い
ご
く
軽
症
の
人
）」

が
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。

先
週
の
発
表
は
、
軽
症
者

（
医
師
の
診
断
な
ど
の
助
け

が
必
要
な
３
レ
ベ
ル
）
の

人
の
発
生
が
７
７
・
９
６
％

抑
え
ら
れ
た
と
い
う
も
の

だ
っ
た
が
、
今
回
の
発
表
で

は
、
助
け
を
必
要
と
し
な
い

ご
く
軽
症
の
人
の
発
生
も

５
０
・
３
８
％
抑
え
ら
れ
た

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　

ま
た
、今
回
の
発
表
で
も
、

入
院
を
要
す
る
「
中
程
度
の

感
染
」
を
示
す
レ
ベ
ル
４
以

上
の
感
染
者
は
お
ら
ず
、
重

症
者
と
中
程
度
の
感
染
者
の

発
生
は
１
０
０
％
抑
制
さ
れ

た
こ
と
が
、
確
認
さ
れ
た
。

　

５
０
％
と
い
う
数
字
は
、

米
国
の
フ
ァ
イ
ザ
ー
製
薬
が

あ
げ
た
９
５
％
な
ど
、
他
の

ワ
ク
チ
ン
の
有
効
率
に
比
べ

る
と
、
数
字
的
な
物
足
り
な

さ
を
感
じ
さ
せ
る
。

 　

だ
が
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
の

場
合
は
４
万
４
千
人
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
中
で
生
じ

た
「
コ
ロ
ナ
感
染
の
徴
候
が

あ
る
」
人
、
３
４
１
０
人

の
ケ
ー
ス
を
省
い
て
計
算
し

た
有
効
率
だ
。
こ
の
う
ち
、

１
５
９
４
人
が
ワ
ク
チ
ン
、

１
８
１
６
人
が
偽
薬
を
使
っ

て
の
も
の
だ
っ
た
。
ま
た
、

フ
ァ
イ
ザ
ー
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
受
け
た
人
か
ら
は
、

１
０
万
人
に
１
人
程
度
の
割

合
で
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

（
重
篤
な
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
）

を
起
こ
し
た
人
が
出
て
い
る

が
、
コ
ロ
ナ
バ
ッ
ク
で
は
強

い
副
作
用
の
報
告
は
出
て
い

な
い
。　

　

こ
れ
ら
の
数
字
の
発
表

後
、ブ
タ
ン
タ
ン
研
究
所
は
、

治
験
参
加
者
は
コ
ロ
ナ
患
者

と
接
す
る
医
療
の
最
前
線
に

い
る
人
た
ち
で
、
感
染
の
再

拡
大
も
起
き
て
い
る
の
に
、

入
院
に
至
る
ほ
ど
の
感
染
者

が
出
て
い
な
い
こ
と
や
、
重

篤
な
副
作
用
の
報
告
例
は
な

い
こ
と
を
挙
げ
、
コ
ロ
ナ

バ
ッ
ク
は
「
安
全
な
ワ
ク
チ

支
店
に
変
更
す
る
事
な
ど
を

軸
に
、
８
７
０
カ
所
で
の
顧

客
対
応
を
よ
り
効
率
的
に
す

る
事
を
目
指
す
。

　

伯
銀
経
営
の
商
談
用
店
舗

１
４
５
も
再
統
合
し
、
銀
行
の

よ
う
な
窓
口
を
な
く
し
た
上
、

８
５
の
戦
略
的
地
点
に
店
舗

を
移
す
。
ま
た
、
農
業
関
連

の
商
談
用
店
舗
１
４
と
デ
ジ
タ

ル
化
な
ど
を
扱
う
商
談
用
店

舗
１
４
を
創
設
す
る
意
向
だ
。

伯
銀
は
、
こ
れ
ら
の
対
策
で
、

Ｔ
Ｒ
Ｆ
３
が
再
度
の
延
期
禁
止

予
定
通
り
な
ら
１
７
、２
４
日

重
・
中
症
感
染
は
１
０
０
％
防
御

上院議長戦

現
議
長
が
推
す
パ
シ
ェ
コ
氏
優
位

ＥＮＥＭ

伯
銀
が
５
千
人
を
人
員
整
理

１
１
２
の
支
店
閉
鎖
も
決
め
る

閉鎖前のタウバテ工場（Divulgacao/Ford）

　

同
社
は
１
９
１
９
年
に

伯
国
初
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー

と
し
て
操
業
を
開
始
。
設

立
５
２
年
の
聖
州
サ
ン
ベ
ル

ナ
ル
ド
・
ド
・
カ
ン
ポ
工
場

を
２
０
１
９
年
に
閉
鎖
し
た

が
、
バ
イ
ア
州
カ
マ
サ
リ
、

聖
州
タ
ウ
バ
テ
の
２
工
場
で

乗
用
車
や
部
品
、
セ
ア
ラ
ー

州
オ
リ
ゾ
ン
テ
工
場
で
は

ジ
ー
プ
を
生
産
し
て
い
た
。

　

２
０
２
０
年
の
伯
国
で
の

シ
ェ
ア
（
乗
用
車
と
商
用
軽

車
両
）
は
７
・
１
４
％
で
、

国
内
５
位
だ
っ
た
。
工
場
は

閉
鎖
す
る
が
、
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
と
ウ
ル
グ
ア
イ
で
製
造
す

る
車
両
の
輸
入
販
売
は
続
け

る
。
伯
国
内
の
顧
客
向
け
の

保
守
や
各
種
の
保
証
も
継
続

さ
れ
る
。
ま
た
、
バ
イ
ア
州

に
あ
る
製
品
開
発
セ
ン
タ
ー

と
聖
州
に
あ
る
南
米
地
区
の

経
営
本
部
と
試
験
セ
ン
タ
ー

は
そ
の
ま
ま
維
持
す
る
。

　

同
社
に
よ
る
と
、
生
産
活

動
停
止
の
直
接
的
要
因
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

　

ブ
ラ
ジ
ル
銀
行
（
伯
銀
）

が
１
１
日
、
５
千
人
規
模
の

人
員
整
理
や
１
１
２
の
支
店

閉
鎖
を
含
む
経
営
効
率
化
策

の
採
用
を
決
め
た
と
発
表
し

た
と
１
１
、１
２
日
付
伯
字

紙
、
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

経
営
効
率
化
の
た
め
の
再

編
成
案
は
、
１
１
２
支
店
、

七
つ
の
事
務
所
、
２
４
２

の
対
応
ポ
ス
ト
の
廃
止
や
、

２
４
３
の
支
店
を
対
応
ポ
ス

ト
に
し
、
八
つ
の
ポ
ス
ト
を

は
昨
年
、
１
１
万
９
４
５
４

台
を
販
売
し
た
が
、
こ
の
数

は
前
年
を
３
９
・
２
％
下
回

る
。
伯
国
全
体
の
自
動
車
販

売
は
前
年
比
２
８
・
６
％
減
の

１
６
１
万
５
９
４
２
台
だ
っ
た
。

　

サ
ン
ベ
ル
ナ
ル
ド
・
ド
・

カ
ン
ポ
工
場
は
１
９
年
１
０

月
に
建
設
会
社
の
サ
ン
ジ
ョ

ゼ
と
Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｍ
カ
ピ
タ
ル
に

売
却
さ
れ
、
人
気
車
種
だ
っ

た
Ｆ
ｉ
ｅ
ｓ
ｔ
ａ
や
ト
ラ
ッ

国内３工場の全閉鎖を発表フォード

（１） ２０２１（令和三）年第５６５０号  １月 １３日 （水曜日）

ク
の
製
造
と
販
売
が
止
ま
っ

た
。
同
工
場
で
は
２
３
５
０

人
が
働
い
て
い
た
が
、
経
営

管
理
部
門
の
１
千
人
以
外
は

皆
、
解
雇
さ
れ
た
。

同
社
で
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
や
フ
ラ
ン
ス
で
の
工
場
閉

鎖
や
、
欧
米
諸
国
で
の
人
員

整
理
も
続
い
て
い
る
。

ン
」と
結
論
付
け
た
。ま
た
、

ご
く
軽
い
症
例
ま
で
含
め

て
も
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
基
準
は

超
え
て
い
る
。

　

あ
と
は
国
家
衛
生
監
督

庁
（
Ａ
Ｎ
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）
が

９
日
に
要
請
し
た
、
不
足

分
の
書
類
を
提
出
し
、
緊

急
使
用
の
承
認
を
待
つ
の

み
だ
。
順
調
に
承
認
さ
れ

れ
ば
、
聖
州
で
は
予
定
通

り
に
２
５
日
か
ら
接
種
開

始
の
予
定
だ
が
、
保
健
省

主
導
の
予
防
接
種
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
そ
れ
よ
り
早
く

始
ま
る
場
合
は
、
聖
州
も

前
倒
し
す
る
こ
と
を
考
え

て
い
る
。

２
１
年
に
３
億
５
３
０
０
万

レ
ア
ル
、
２
５
年
ま
で
な
ら

２
７
億
レ
ア
ル
節
約
で
き
る
と

み
て
い
る
。

　

ま
た
、
支
店
毎
の
人
員
調

整
に
必
要
な
情
報
を
提
供
し

て
、
人
員
整
理
を
進
め
る
た

め
の
特
別
計
画
（
Ｐ
Ｄ
Ｅ
）

を
設
け
、
２
月
５
日
ま
で
希

望
退
職
者
を
募
る
。
Ｐ
Ｄ
Ｅ

で
節
約
で
き
る
経
費
は
、
応

募
期
日
を
過
ぎ
て
か
ら
試
算

さ
れ
る
予
定
だ
。
市
場
関
係

者
は
、
顧
客
へ
の
対
応
や
各

種
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
効
率

化
す
れ
ば
、
人
員
削
減
は
可

能
と
見
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
諸
策
は
経
営
の

効
率
化
と
収
益
の
適
正
化
を

図
る
た
め
の
も
の
で
、
口
座

開
設
や
管
理
を
含
む
各
種
の

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
デ
ジ
タ
ル

化
や
、
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
に
よ

る
機
械
化
へ
の
取
り
組
み
は

既
に
始
ま
っ
て
い
る
。
口
座
開

設
後
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
利
用
と
い
う
デ
ジ

タ
ル
顧
客
は
２
２
０
０
万
人

で
、
今
年
も
５
５
０
万
人
の

顧
客
獲
得
を
目
指
す
。
こ
の

数
は
昨
年
の
実
績
に
基
づ
い

て
算
出
さ
れ
て
い
る
。

　

同
行
職
員
組
合
は
、
支
店

閉
鎖
や
人
員
整
理
は
民
営
化

へ
の
煙
幕
だ
と
し
て
、
諸
策

に
反
対
を
唱
え
て
い
る
。



歳
さい

末
まつ

恒
こう

例
れい

長な
が

年ね
ん

寄き

付ふ

を
貰も

ら

っ
た
援え

ん

協き
ょ
う

か
ら

篤と
く

志し

家か

の
内う

ち

村む
ら

さ
ん
に
感か

ん

謝し
ゃ

状じ
ょ
う

新に
い

潟が
た

県け
ん

人じ
ん

会か
い

餅も
ち

つ
き
縮し

ゅ
く

小し
ょ
う

開か
い

催さ
い
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新に
い

潟が
た

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（
駒こ

ま

形が
た

秀ひ
で

雄お

会か
い

長ち
ょ
う）
は
、
旧

き
ゅ
う

年ね
ん

１
２
月が

つ

２
９
日に

ち

・
３
０
日に

ち

に
規き

模ぼ

縮
し
ゅ
く

小し
ょ
う・
感か

ん

染せ
ん

対た
い

策さ
く

を
徹て

っ

底て
い

し
て
毎ま

い

年と
し

恒こ
う

例れ
い

の
餅も

ち

つ
き
大た

い

会か
い

を
開か

い

催さ
い

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍か

の
た

め
に
、
岩い

わ

手て

県け
ん

人じ
ん

会か
い

や
リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
文ぶ

ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

な
ど
は
今こ

ん

回か
い

中ち
ゅ
う

止し

と
な
り
、

年ね
ん

末ま
つ

ら
し
い
餅も

ち
つ
き
イ
ベ
ン
ト
を
行

お
こ
な
っ
た
の
は
同ど

う

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
み
。
当と

う

日じ
つ

は
２
０
人に

ん

程ほ
ど

の
県け

ん

人じ
ん

会か
い

メ
ン
バ
ー
が
集あ

つ

ま
り
も
ち
米ご

め

を
次つ

ぎ

々つ
ぎ

と
蒸む

し
て
、
臼う

す

に
入い

れ
杵き

ね

を
振ふ

り
か
ざ
し
て

搗つ

き
、
婦ふ

人じ
ん

部ぶ

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
も
ち
を
丸ま

る

め
る
作さ

業ぎ
ょ
うが
２
日か

間か
ん

に
亘わ

た
っ
て
行お

こ
なわ
れ
た
。

「
次つ

ぎ

は
盛せ

い

大だ
い

に
や
り
た
い
！
」

もちをつく伊
い

藤
とう

大
おお

分
いた

県
けん

人
じん

会
かい

会
かい

長
ちょう

　

ア
メ
リ
カ
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
移
民
を
大
々
的
に
受
け

入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
短
期
間
に
多
く
の
外
国
人
た
ち
が
増
え
て
い
く
こ

と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
外
国
人
た
ち
は
当
然
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
文
化
と
風
習
を
こ
の
国
に
持
ち
込
ん
だ
。
結
果
と
し
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
と

い
う
国
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が
揺
ら
ぎ
、
あ
い
ま
い
な
も
の
と
な
っ
て

い
く
傾
向
が
出
始
め
る
。
そ
の
ま
ま
の
流
れ
を
傍
観
す
れ
ば
結
局
、
ブ
ラ
ジ

ル
は
、
誰
の
国
で
も
な
い
と
い
う
よ
う
な
識
別
不
明
な
国
に
な
り
か
ね
な
い
。

　

こ
の
国
で
最
も
古
い
歴
史
を
持
つ
ポ
ル
ト
ガ
ル
系
の
人
々
や
、
す
で
に
ブ

ラ
ジ
ル
人
に
な
っ
て
い
る
、
二
十
世
紀
以
前
に
や
っ
て
来
た
移
民
の
末
裔
た

ち
は
、
こ
の
点
に
あ
る
種
の
危
機
感
を
抱
い
た
。
あ
ま
り
に
も
急
激
な
外
国

か
ら
の
移
民
の
増
大
は
、
そ
れ
自
体
が
ブ
ラ
ジ
ル
人
に
と
っ
て
は
脅
威
で
あ

り
、
そ
れ
に
対
抗
す
る
よ
う
に
し
て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
勃
興
し
て
い
っ
た

の
も
、
あ
る
意
味
で
は
当
然
の
現
象
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

そ
の
よ
う
に
事
態
が
急
展
開
し
て
い
く
中
で
、
最
も
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
の
は
、
外
国
人
で
あ
る
移
民
た
ち
で
あ
っ
た
。
特
に
そ
れ
は
、
ド
イ
ツ
、

イ
タ
リ
ア
、
日
本
の
枢
軸
国
か
ら
来
た
人
々
に
と
っ
て
想
像
以
上
の
厳
し
さ

を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

第
２
次
世
界
大
戦
が
始
ま
る
前
か
ら
、
外
国
語
に
よ
る
学
校
に
対
し
て
あ

る
一
定
の
規
制
が
課
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
大
戦
勃
発
を
機
に
そ
れ
が
一
挙

に
先
鋭
化
し
て
い
っ
た
。
一
九
三
九
年
以
降
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
す
べ
て

の
外
国
語
教
育
が
禁
止
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
あ
っ
た
外
国
語
学
校
は
例
外
な
く

閉
校
の
憂
き
目
に
あ
っ
た
。

　

無
論
、
学
校
だ
け
で
な
く
、
外
国
語
に
よ
る
新
聞
、
雑
誌
の
発
行
も
す
べ

て
禁
止
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
特
に
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
日
本
の
移

民
社
会
に
対
す
る
監
視
が
厳
し
く
な
り
、
こ
れ
ら
の
人
々
の
行
動
へ
の
取
り

締
ま
り
も
目
に
見
え
て
強
ま
っ
て
い
っ
た
。

　

そ
ん
な
中
で
問
題
に
な
っ
た
の
は
、
移
民
の
末
裔
た
ち
の
立
場
で
あ
っ
た
。

ブ
ラ
ジ
ル
で
生
ま
れ
た
以
上
、
彼
ら
は
す
べ
て
ブ
ラ
ジ
ル
人
で
あ
る
一
方
で
、

そ
の
親
た
ち
で
あ
る
移
民
た
ち
は
外
国
人
で
あ
り
、
特
に
枢
軸
国
の
人
々
は

敵
で
あ
る
と
い
う
理
屈
に
な
る
。

　

厳
密
に
い
え
ば
こ
の
時
期
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
ま
だ
中
立
の
立
場
に
あ
っ
た
か

ら
、
必
ず
し
も
敵
国
人
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
、
様
々

な
状
況
か
ら
見
て
も
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
常
に
連
合
国
側
に
あ
っ
た
か
ら
、
い
ず

れ
そ
の
こ
と
は
は
っ
き
り
し
て
い
く
は
ず
で
あ
り
、
い
わ
ば
そ
の
こ
と
は
時

間
の
問
題
で
も
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
の
急
変
か
ら
、
日
本
人
移
民
た
ち
の
間
に
は
か
な
り
大

き
な
動
揺
が
起
き
て
い
っ
た
。

　

ド
イ
ツ
人
や
イ
タ
リ
ア
人
移
民
の
場
合
は
、
そ
の
歴
史
が
古
い
せ
い
も

あ
っ
て
、
彼
ら
の
移
民
社
会
の
世
代
が
二
世
か
ら
三
世
に
移
っ
て
い
く
と
い

う
段
階
で
あ
り
、
一
世
た
ち
の
存
在
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
、
日
本
人
移
民
社
会
の
場
合
は
、
ま
だ
そ
の
大
半
が
一
世
の
時
代
で

あ
り
、
い
わ
ば
国
籍
上
で
の
ブ
ラ
ジ
ル
人
は
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
が
外
国
人

と
い
う
立
場
に
あ
っ
た
。
そ
の
分
、
彼
ら
の
苦
悩
は
大
き
く
、
そ
れ
は
大
げ

さ
で
な
く
、
こ
の
国
で
の
将
来
の
人
生
を
左
右
し
て
し
ま
う
ほ
ど
の
イ
ン
パ

ク
ト
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

　

一
体
、
自
分
た
ち
は
こ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。

　

誠
に
そ
れ
は
、
巨
大
と
い
え
る
ほ
ど
の
課
題
で
あ
っ
た
。

　

出
稼
ぎ
と
い
う
目
的
で
こ
の
国
に
来
て
い
る
以
上
、
要
す
る
に
目
標
と
す

る
資
金
を
稼
ぐ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
の
時
点
で
日
本
へ
帰
る
こ
と
に
な
る

こ
と
は
分
か
っ
て
い
る
。
い
つ
ま
で
も
こ
の
異
郷
で
、
外
国
人
と
し
て
扱
わ

れ
て
生
き
て
い
く
必
要
は
な
い
。

（105）

い
人じ

ん

生せ
い

だ
と
思お

も

い
ま
す
」
と

微ほ
ほ

笑え

む
。

　

内う
ち

村む
ら

さ
ん
が
渡と

伯は
く

し
た
の

は
１
９
６
０
年ね

ん

。
牧ぼ

く

場じ
ょ
うを
や

ろ
う
と
思お

も

い
、
ブ
ラ
ジ
ル
へ
移い

住じ
ゅ
うし
サ
ン
パ
ウ
ロ
州し

ゅ
うに
入

に
ゅ
う

植し
ょ
くし

た
。
３
カ
月げ

つ

ほ
ど
農の

う

業ぎ
ょ
うを
や

っ
た
あ
と
、
中な

か

川が
わ

重じ
ゅ
う

太た

郎ろ
う

氏し

「県
けん

人
じん

会
かい

の皆
みな

さんに感
かん

謝
しゃ

」と駒
こま

形
がた

会
かい

長
ちょう

頼た
の

ま
れ
て
２
０
１
０
年ね

ん

頃ご
ろ

に

評ひ
ょ
う

議ぎ

員い
ん

に
な
っ
た
。

　

は
じ
め
は
「
日に

本ほ
ん

語ご

し
か

で
き
な
い
か
ら
」
と
固こ

辞じ

し

て
い
た
が
、「『
ポ
語ご

が
解わ

か

ら

な
く
て
も
い
い
』
と
懇こ

ん

願が
ん

さ

れ
た
ん
で
す
」
と
当と

う

時じ

の
様よ

う

子す

を
振ふ

り
返か

え

る
。
評

ひ
ょ
う

議ぎ

員い
ん

と

な
っ
た
後あ

と

も
あ
け
ぼ
の
ホ
ー

ム
運う

ん

営え
い

委い

員い
ん

や
、
Ｐ
Ｉ
Ｐ
Ａ

の
運う

ん

営え
い

委い

員い
ん

等な
ど

も
務つ

と

め
あ
げ

た
。

　
「
色い

ろ

々い
ろ

な
事こ

と

が
勉べ

ん

強き
ょ
うに
な

り
ま
し
た
」
と
目め

を
細ほ

そ

め
、

「
皆み

な

、
会か

い

長ち
ょ
う
さ
ん
達た

ち

の
背せ

中な
か

を
み
て
素す

晴ば

ら
し
い
病

び
ょ
う

院い
ん

に
育そ

だ

ち
ま
し
た
」
と
今こ

ん

日に
ち

ま

で
の
成せ

い

長ち
ょ
うぶ
り
に
う
な
ず
く
。

「
特と

く

に
菊き

く

地ち

さ
ん
に
は
大た

い

変へ
ん

お
世せ

話わ

に
な
り
ま
し
た
。
素す

晴ば

ら
し
い
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
う

家か

で
も
あ

る
」
と
振ふ

り
返か

え
っ
た
。

　

そ
ん
な
篤と

く

志し

家か

の
内う

ち

村む
ら

さ

ん
は
「
ブ
ラ
ジ
ル
で
も
日に

本ほ
ん

で
も
大た

い

変へ
ん

良よ

く
し
て
も
ら
っ

た
」と
来ら

い

歴れ
き

を
振ふ

り
返か

え

り
、「
よ

ム
・
さ
く
ら
ホ
ー
ム
・
あ
け

ぼ
の
ホ
ー
ム
・
自じ

閉へ
い

症し
ょ
う

児じ

療り
ょ
う

育い
く

学が
っ

級き
ゅ
う（
Ｐ
Ｉ
Ｐ
Ａ
）
に

各か
く

５
０
０
レ
、
さ
ら
に
あ
け

ぼ
の
ホ
ー
ム
に
米こ

め

を
寄き

付ふ

し

て
い
る
。

　

内う
ち

村む
ら

さ
ん
が
寄き

付ふ

を
始は

じ

め

た
き
っ
か
け
は
、
１
９
９
４

年ね
ん

頃ご
ろ

に
病

び
ょ
う

弱じ
ゃ
くだ
っ
た
妻つ

ま

ヨ
シ
エ

さ
ん
を
２
週

し
ゅ
う

間か
ん

さ
く
ら
ホ
ー

ム
で
療

り
ょ
う

養よ
う

さ
せ
た
こ
と
だ
っ

た
。
そ
の
後ご

、
元も

と

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
うを

務つ
と

め
た
故こ

山や
ま

下し
た

忠た
だ

男お

さ
ん
に

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

っ

伯ぱ
く

援え
ん

護ご

協
き
ょ
う

会か
い

（
当と

う

時じ

は
与よ

儀ぎ

昭あ
け

雄お

会か
い

長ち
ょ
う）
の
旧

き
ゅ
う

年ね
ん

最さ
い

後ご

の
定て

い

例れ
い

役や
く

員い
ん

会か
い

が
１
２
月が

つ

１
７
日に

ち

に
開ひ

ら

か
れ
、
評

ひ
ょ
う

議ぎ

員い
ん

を
つ
と
め
な

が
ら
資し

金き
ん

や
物ぶ

っ

資し

、
ア
パ
ー

ト
の
寄き

付ふ

な
ど
を
長な

が

年ね
ん

行お
こ
な
っ

て
き
た
内う

ち

村む
ら

俊し
ゅ
ん

一い
ち
さ
ん
（
熊く

ま

本も
と

県け
ん

、
８
５
）
に
感か

ん

謝し
ゃ

状じ
ょ
うが

授じ
ゅ

与よ

さ
れ
た
。

　

同ど
う

定て
い

例れ
い

役や
く

員い
ん

会か
い

の
寄き

付ふ

報ほ
う

告こ
く

で
は
１
１
月が

つ

だ
け
で
も
福ふ

く

祉し

部ぶ

・
サ
ン
ト
ス
厚こ

う

生せ
い

ホ
ー

開か
い

幕ま
く

時じ

か
ら
の
主し

ゅ

要よ
う

展て
ん

示じ

を
回か

い

顧こ

ル
ス
駅え

き

と
パ
ウ
リ
ス
タ
駅え

き

で
巡じ

ゅ
ん

回か
い

展て
ん

ＪＨ

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
横よ

こ

浜は
ま

海か
い

外が
い

移い

住じ
ゅ
う

史し

料り
ょ
う

館か
ん
（
横よ

こ

浜は
ま

所し
ょ

在ざ
い

）
は

「
ハ
ワ
イ
に
渡わ

た

っ
た
日に

本ほ
ん

か
ら

の
移い

民み
ん

と
そ
の
子し

孫そ
ん

―
日に

ち

米べ
い

布は

の
関か

ん

係け
い

と
そ
の
時じ

代だ
い

背は
い

景け
い

―
」
の
オ
ン
ラ
イ
ン
講こ

う

演え
ん

会か
い

を
、
日に

っ

本ぽ
ん

時じ

間か
ん

２
２
日に

ち

１
９

時じ

～
２
０
時じ

に
開か

い

催さ
い

す
る
。

　

ハ
ワ
イ
日に

っ

系け
い

人じ
ん

は
現げ

ん

在ざ
い

八は
っ
せ
い世
が
誕た

ん

生じ
ょ
うす
る
時じ

代だ
い

と
な

っ
て
い
る
。
ホ
ノ
ル
ル
に
日に

本ほ
ん

か
ら
の
集

し
ゅ
う

団だ
ん

移い

民み
ん

が
始は

じ

め

て
到と

う

着ち
ゃ
くし
た
１
８
６
８
（
明め

い

治じ

元が
ん

）
年ね

ん

６
月が

つ

２
０
日か

か
ら

１
５
０
年ね

ん

が
経け

い

過か

、
長な

が

い
日に

っ

系け
い

移い

民み
ん

史し

を
持も

つ
。

　

同ど
う

講こ
う

演え
ん

会か
い

で
は
日に

本ほ
ん

か
ら

ハ
ワ
イ
に
渡わ

た
っ
た
移い

民み
ん

と
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
歴れ

き

史し
「
入

に
ゅ
う

門も
ん

編へ
ん

」と
し
て
、

写し
ゃ

真し
ん

を
交ま

じ

え
な
が
ら
ハ
ワ
イ

の
人ひ

と

々び
と

を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
、
時じ

代だ
い

背は
い

景け
い

を
紐ひ

も

解と

い
て
い
く
。

　

同ど
う

講こ
う

演え
ん

会か
い

で
講こ

う

師し

を
務つ

と

め

る
浅あ

さ

沼ぬ
ま

正ま
さ

和か
ず

氏し

は
、
ホ
ノ
ル

ル
に
あ
る
ビ
シ
ョ
ッ
プ
博は

く

物ぶ
つ

館か
ん

の
日に

本ほ
ん

語ご

案あ
ん

内な
い

人に
ん

か
つ
会か

い

員い
ん

代だ
い

表ひ
ょ
う

機き

関か
ん

委い

員い
ん

を
務つ

と

め
る
。

ハ
ワ
イ
日に

ち

米べ
い

協き
ょ
う

会か
い

理り

事じ

や
海か

い

外が
い

移い

住じ
ゅ
う

史し

料り
ょ
う

館か
ん

の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
も
活か

つ

躍や
く

中ち
ゅ
う。

　

参さ
ん

加か

費ひ

は
無む

料り
ょ
う。
定て

い

員い
ん

は

先せ
ん

着ち
ゃ
く１
０
０
人に

ん

ま
で
。
申も

う

し

込こ

み
は
メ
ー
ル
に
、
氏し

名め
い

、

申も
う
し

込こ
み

者し
ゃ

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、

職し
ょ
く

業ぎ
ょ
う（
高こ

う

校こ
う

生せ
い

・
教

き
ょ
う

員い
ん

・

会か
い

社し
ゃ

員い
ん

な
ど
）
を
記き

入に
ゅ
うの
う

え
、
メ
ー
ル
の
件け

ん

名め
い

に
「
移い

住じ
ゅ
う

資し

料り
ょ
う

館か
ん

講こ
う

演え
ん

会か
い

（
１

／
２
２
）
参さ

ん

加か

」
と
書か

い
て

jicayic_jom
m

_info@
jica.go.jp

宛あ

て
に
申も

う

し
込こ

む
こ
と
。

　

当と
う

日じ
つ

使し

用よ
う

す
る
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

の
ア
ク
セ
ス
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
イ
ベ

ン
ト
開か

い

催さ
い

の
一い

ち

営え
い

業ぎ
ょ
う

日び

前ま
え

に

『
竹た

け 

― 

日に

本ほ
ん

の
歴れ

き

史し

』
の
パ
ネ
ル

の
勧す

す

め
で
聖せ

い

市し

内な
い

で
菓か

子し

屋や

を
開か

い

店て
ん

し
て
繁は

ん

盛じ
ょ
うさ
せ
た
。

　

７
０
年ね

ん

に
は
「
妻つ

ま

に
大お

お

阪さ
か

万ば
ん

博ぱ
く

を
み
せ
て
あ
げ
た
い
」

と
菓か

子し

屋や

を
売う

り
、
１
年ね

ん

間か
ん

京き
ょ
う

都と

に
滞た

い

在ざ
い

。
そ
の
間か

ん

、
三み

つ

菱び
し

系け
い

の
カ
ラ
ー
写し

ゃ

真し
ん

紙し

製せ
い

造ぞ
う

工こ
う

場じ
ょ
うで
カ
ラ
ー
写し

ゃ

真し
ん

現げ
ん

像ぞ
う

技ぎ

篤
とく

志
し

家
か

の内
うち

村
むら

俊
しゅん

一
いち

さん

術じ
ゅ
つを
３
カ
月げ

っ

間か
ん

習な
ら
っ
た
。

　

当と
う

時じ

の
東と

う

山ざ
ん

農の
う

場じ
ょ
う

社し
ゃ

長
ち
ょ
う

に
紹

し
ょ
う

介か
い

状じ
ょ
うを
書か

い
て
も
ら
っ
て

お
世せ

話わ

に
な
っ
た
と
い
う
同ど

う

工こ
う

場じ
ょ
うの
社し

ゃ

長ち
ょ
うか
ら
は
「
な
ん

で
も
好す

き
に
使つ

か

っ
て
練れ

ん

習し
ゅ
うし

て
」
と
大た

い

変へ
ん

よ
く
し
て
も
ら

っ
た
と
懐な

つ

か
し
む
。

稲ぼ

で
米こ

め

を
作つ

く

る
こ
と
が
多お

お

い

で
す
が
、
レ
ジ
ス
ト
ロ
産さ

ん

は

日に

本ほ
ん

と
同お

な

じ
水す

い

田で
ん

式し
き

で
作つ

く

っ

た
県け

ん

人じ
ん

会か
い

の
方か

た

に
も
感か

ん

謝し
ゃ

し

て
い
ま
す
。
新し

ん

年ね
ん

は
コ
ロ
ナ
が

終し
ゅ
う

息そ
く

し
て
以い

前ぜ
ん

の
よ
う
に
大お

お

き
く
行お

こ
ない
た
い
で
す
ね
」
と
の

期き

待た
い

を
述の

べ
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
担た

ん

当と
う

の
朝あ

さ

妻づ
ま

エ
レ

ナ
さ
ん
（
二に

世せ
い

）
は
、「
皆み

な

さ

ん
の
協

き
ょ
う

力り
ょ
くで
無ぶ

事じ

開か
い

催さ
い

す
る

こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。
仕し

込こ

み
準

じ
ゅ
ん

備び

な
ど
忙い

そ
が
し
か
っ
た

で
す
が
、
久ひ

さ

し
ぶ
り
に
皆み

な

さ

ん
と
顔か

お

を
合あ

わ
せ
る
こ
と
が

で
き
て
楽た

の

し
か
っ
た
で
す
」
と

胸き
ょ
う

中ち
ゅ
うを
述の

べ
た
。

　

大お
お

分い
た

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
伊い

東と
う

信の
ぶ

比ひ

古こ

会か
い

長ち
ょ
うは
、「
今こ

年と
し

は
ど
こ
も

中ち
ゅ
う

止し

に
な
る
だ
ろ
う
と
残ざ

ん

念ね
ん

な
気き

持も

ち
だ
っ
た
の
で
、
縮

し
ゅ
く

小し
ょ
う

開か
い

催さ
い

で
も
嬉う

れ

し
か
っ
た
。

　

帰き

伯は
く

後ご

は
、
日に

本ほ
ん

で
習

し
ゅ
う

得と
く

し
た
カ
ラ
ー
写し

ゃ

真し
ん

現げ
ん

像ぞ
う

技ぎ

術
じ
ゅ
つ

を
活い

か
し
た
写し

ゃ

真し
ん

店て
ん

の
ほ
か
、

裁さ
い

判ば
ん

所し
ょ

近ち
か

く
に
コ
ピ
ー
店て

ん

を

始は
じ

め
大た

い

変へ
ん

繁は
ん

盛じ
ょ
うさ
せ
た
。「
同お

な

じ
仕し

事ご
と

ば
か
り
し
て
た
ら
ダ

メ
で
し
た
ね
」
と
微ほ

ほ
え笑
ん
だ
。

ど
の
商

し
ょ
う

売ば
い

で
も
「
自じ

分ぶ
ん

だ
け

儲も
う

け
よ
う
と
し
な
い
事こ

と

が
大だ

い

事じ

」
だ
と
語か

た

る
。

　
「
ご
恩お

ん

は
必か

な
ら
ず
返か

え

し
た
い
。

倍ば
い

返か
え

せ
た
ら
さ
ら
に
良よ

い
」

と
自じ

身し
ん

の
哲て

つ

学が
く

を
語か

た

る
。
世せ

話わ

に
な
っ
た
叔お

父じ

と
叔お

母ば

に

も
亡な

く
な
る
ま
で
最さ

い

賃ち
ん

相そ
う

当と
う

の
金き

ん

額が
く

を
送お

く
っ
て
恩お

ん

返が
え

し
し
て

き
た
と
い
う
。「
何な

に

よ
り
喜よ

ろ
こ
ば

れ
る
と
気き

持も

ち
い
い
で
す
か

ら
ね
」
と
微ほ

ほ

笑え

み
を
浮う

か
べ

な
が
ら
頷う

な
ずい
た
。

昨
さく

年
ねん

１２月
がつ

４日
か

、聖
せい

市
し

の「なかよしグループ」が、社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

法
ほう

人
じん

こどものその
（小

お

田
だ

セルジオ会
かい

長
ちょう

）に３千
せん

レアル寄
き

付
ふ

を行
おこな

った際
さい

の写
しゃ

真
しん

。左
ひだり

から清
し

水
みず

昭
あけ

美
み

さん、山
やま

本
もと

文
ふみ

子
こ

さん、藤
ふじ

森
もり

みよ子
こ

さん、秀
ひで

島
しま

やす子
こ

さん、高
たか

木
ぎ

フサ子
こ

さん。

講こ
う

演え
ん

会か
い

チ
ラ
シ

豆ま
め

の
代か

わ
り
に
大だ

い

豆ず

を
入い

れ
た

「
豆ま

め

も
ち
」、
正

し
ょ
う

月が
つ

に
玄げ

ん

関か
ん

で

飾か
ざ

る
「
鏡

か
が
み

餅も
ち

」
の
４
種し

ゅ

類る
い

を

販は
ん

売ば
い

し
た
。

　

駒こ
ま

形が
た

会か
い

長ち
ょ
う（
新に

い

潟が
た

県け
ん

、

８
７
）
は
、「
ブ
ラ
ジ
ル
は
陸お

か

　

レ
ジ
ス
ト
ロ
産さ

ん

の
も
ち
米ご

め

を
使つ

か

っ
た
も
ち
は
、
会か

い

員い
ん

と

常じ
ょ
う

連れ
ん

客き
ゃ
くに
の
み
持も

ち
帰か

え

り

販は
ん

売ば
い

を
行

お
こ
な

っ
た
。
シ
ン
プ
ル

な
「
白し

ろ

も
ち
」、
あ
ん
こ
が

入は
い

っ
た
「
あ
ん
こ
も
ち
」、
黒く

ろ

届と
ど

く
。
届と

ど

か
な
い
場ば

合あ
い

は
問と

い

合あ

わ
せ
を
。

　

問と
い

合あ

わ
せ
先さ

き

は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

横よ
こ

浜は
ま 

海か
い

外が
い

移い

住じ
ゅ
う

資し

料り
ょ
う

館か
ん

（
電で

ん

話わ

番ば
ん

号ご
う

＝
０
４
５
・
６ 

６
３
・３
２
５
７
、
メ
ー
ル
＝

jicayic_jom
m

_info@
jica.go.jp

）

　

イ
ベ
ン
ト
詳

し
ょ
う

細さ
い

は
サ
イ
ト

（h
ttp

s://w
w

w
.jica.

go.jp/yokoh
am

a/ev 
en

t/2
0

2
0

/2
1

0
1

2
2

.
htm

l

）
で
も
確か

く

認に
ん

で
き
る
。

は
、
地ち

下か

鉄て
つ

４
号ご

う

線せ
ん

を
管か

ん

理り

す
る
ヴ
ィ
ア
ク
ア
ト
ロ
社し

ゃ

と
提て

い

携け
い

し
て
、
ル
ス
駅え

き

と
パ
ウ
リ
ス

タ
駅え

き

で
「
ジ
ャ
パ
ン
ハ
ウ
ス
・

サ
ン
パ
ウ
ロ
展て

ん

」
を
開か

い

催さ
い

し
て

い
る
。

　

ル
ス
駅え

き

で
は
７
日か

か
ら
展て

ん

示じ

が
始は

じ

ま
り
、
２
９
日に

ち

ま
で
。

続つ
づ

い
て
パ
ウ
リ
ス
タ
駅え

き

で
の
展て

ん

示じ

は
２
月が

つ

１
日に

ち

か
ら
２
６
日に

ち

ま
で
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
予よ

定て
い

。

　

同ど
う

展て
ん

は
２
０
１
７
年ね

ん

の
開か

い

館か
ん

か
ら
今こ

ん

日に
ち

に
至い

た

る
ま
で
開か

い

催さ
い

さ
れ
た
展て

ん

示じ

の
回か

い

顧こ

展て
ん

と
な
っ
て
お
り
、
直

ち
ょ
っ

近き
ん

の
展て

ん

示じ

で

あ
る
石い

し

川か
わ

直な
お

樹き

『
ヤ
ポ
ネ
シ

ア(JA
P

O
N

ESIA
)

』
展て

ん

や

『
ト
モ 

コ
イ
ズ
ミ
の
幻げ

ん

想そ
う

的て
き

な
宇う

宙ち
ゅ
う』
展て

ん

も
含ふ

く

ま
れ
る
。

　

１
０
パ
ネ
ル
２
０
カ
ン
バ

ス
で
構こ

う

成せ
い

さ
れ
る
同ど

う

展て
ん

で
は
、

同ど
う

館か
ん

最さ
い

初し
ょ

の
展て

ん

示じ

『
竹た

け 

― 

日に

本ほ
ん

の
歴れ

き

史し

』
展て

ん

を
は
じ
め

と
し
た
日に

本ほ
ん

の
世せ

界か
い

観か
ん

を
浮う

き
彫ぼ

り
に
す
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

や
漫ま

ん

画が

文ぶ
ん

化か

、
建け

ん

築ち
く

と
い
っ

た
多た

様よ
う

な
テ
ー
マ
か
ら
選せ

ん

択た
く

。

　

展て
ん

示じ

作さ
く

品ひ
ん

に
つ
い
て
い
る

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読よ

み
込こ

む
と
、

Ｊ
Ｈ
サ
イ
ト
へ
移い

動ど
う

し
作さ

く

品ひ
ん

や
関か

ん

連れ
ん

画が

像ぞ
う

と
い
っ
た
展て

ん

示じ

の
詳

し
ょ
う

細さ
い

を
知し

る
事こ

と

が
可か

能の
う

だ
。

　

聖せ
い

市し

の
ジ
ャ
パ
ン
ハ
ウ
ス

（
Ｊ
Ｈ
、
エ
リ
ッ
ク
・
ア
レ
シ

ャ
ン
ド
レ
・
ク
ル
ッ
グ
館か

ん

長ち
ょ
う）

来ら
い

年ね
ん

こ
そ
は
こ
の
コ
ロ
ナ
が
終

し
ゅ
う

息そ
く

し
て
、
大お

お
ぜ
い勢
で
杵き

ね

を
振ふ

り

下お

ろ
し
て
も
ち
つ
き
が
で
き
る

よ
う
に
願ね

が
っ
て
い
ま
す
」
と
感か

ん

想そ
う

を
述の

べ
、
勢い

き
お
い
よ
く
杵き

ね

を

奮ふ
る
っ
た
。

て
い
る
の
で
、
よ
り
美お

味い

し
い

ん
で
す
。
さ
ら
に
、
も
ち
は

手て

搗つ

き
で
作つ

く

る
の
で
機き

械か
い

の

み
で
作つ

く
っ
た
も
の
よ
り
評

ひ
ょ
う

判ば
ん

が

良よ

い
ん
で
す
よ
」
と
微ほ

ほ
え笑
ん

だ
。

　
「
今こ

年と
し

は
小ち

い

さ
く
開か

い

催さ
い

し

た
け
れ
ど
、
会か

い

員い
ん

や
常

じ
ょ
う

連れ
ん

客
き
ゃ
く

の
笑え

顔が
お

を
み
る
こ
と
が
で
き

て
よ
か
っ
た
。
手て

伝つ
だ
っ
て
く
れ

ＪＩＣＡ横
よこ

浜
はま

「
ハ
ワ
イ
移い

民み
ん

と
子し

孫そ
ん

」
講こ

う

演え
ん

会か
い

２
２
日に

ち

、
先せ

ん

着ち
ゃ
く

１
０
０
人に

ん

ま
で



２
１
年
は
通
年
で
勢
い
回
復

反
対
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
が
テ
ナ
ン
ト
を
訴
え
た

ケ
ー
ス
は
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
市

で
５
９
％
減
、
リ
オ
市
で

７
７
％
減
を
記
録
し
た
。

　

１
月
か
ら
８
月
に
か
け

て
、
ヘ
リ
ン
グ
と
ボ
ブ
ス
、

ス
ポ
レ
ッ
ト
、
パ
ペ
ル
・
マ

ジ
ア
、
ブ
ラ
ジ
ル
・
カ
カ
ウ

な
ど
の
テ
ナ
ン
ト
が
、
直
営

店
あ
る
い
は
フ
ラ
ン
チ
ャ

イ
ズ
を
通
じ
て
イ
グ
ア
テ
ミ

を
提
訴
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
９
月
か
ら
１
２
月
に

は
、
ア
デ
ィ
ダ
ス
の
テ
ナ
ン

ト
と
ア
モ
・
ヴ
ァ
レ
ー
ジ
ョ

の
チ
ェ
ー
ン
、
薬
局
の
プ
ロ

フ
ァ
ル
マ
が
ム
ル
チ
プ
ラ
ン

　

輸
出
以
上
に
輸
入
が
落
ち
込
ん
だ
こ
と
で
、
２
０
２
０
年
に
ブ
ラ
ジ
ル
は
、
前

年
比
６
・
１
６
％
増
と
な
る
５
０
９
億
９
４
０
０
万
ド
ル
の
貿
易
黒
字
を
計
上
し

た
。
た
だ
し
、
１
２
月
は
輸
入
が
強
く
反
発
し
て
お
り
、
２
０
２
１
年
は
年
間
を

通
じ
て
勢
い
を
増
し
て
い
く
と
見
ら
れ
る
。

輸
出
以
上
に
輸
入
が
減
少
し

い
る
も
の
で
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

が
発
生
し
た
最
初
の
数
カ
月

に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
現
象

だ
。
し
か
も
、１
月
は
例
年
、

１
３
カ
月
家
賃
の
徴
収
が
控

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
訴
訟

に
対
す
る
圧
力
は
今
後
数
週

間
に
わ
た
っ
て
さ
ら
に
高
く

な
る
見
込
み
だ
。

　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
下
の
３
月

か
ら
１
２
月
を
考
慮
し
た
場

合
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
内
で

は
２
０
２
０
年
に
、
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
相
手

取
っ
た
テ
ナ
ン
ト
の
訴
訟
が

７
３
・
３
％
増
加
。
リ
オ
市

で
も
２
７
・
６
％
増
加
し
た
。

　

２
０
１
９
年
と
２
０
２
０

年
に
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
と
リ

オ
市
の
裁
判
所
で
、
国
内
の

大
手
小
売
チ
ェ
ー
ン
と
５
大

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を

相
手
取
っ
た
訴
訟
約
４
０
０

件
を
バ
ロ
ー
ル
紙
が
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
国
内
で
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
営
業
を

再
開
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、２
０
２
０
年
下
半
期（
７

―
１
２
月
期
）
に
契
約
を
巡

る
法
廷
論
争
が
悪
化
し
て
い

る
状
況
が
示
さ
れ
た
。

　

小
売
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な

ど
、
大
手
の
店
舗
と
フ
ラ
ン

チ
ャ
イ
ズ
が
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
を
提
訴
し
て

２
０
年
下
半
期
の
契
約
を
巡
っ
て

　

１
２
月
だ
け
を
見
る
と
、

輸
出
が
前
年
同
月
比
５
・

３
％
減
の
１
８
３
億
６
５
０ 

０
万
ド
ル
だ
っ
た
の
に
対
し

て
、
輸
入
が
同
３
９
・
９
％

増
の
１
８
４
億
６
０
０
万
ド

ル
と
な
り
、
４
１
６
０
万
ド

ル
の
貿
易
赤
字
を
計
上
し

た
。

イグアテミ本社

シルヴィオ・カンポス・ネット氏

「
景
気
改
善
の
兆
候
」
と
も

　

ペ
ト
ロ
ブ
ラ
ス
の
国
内
原

油
生
産
量
が
、
２
０
２
０
年

１
１
月
に
前
月
を
５
・
７
％

下
回
っ
た
。
月
間
の
原
油

生
産
量
が
前
月
を
下
回
る

の
は
、
こ
れ
で
３
カ
月
連
続

だ
。
国
家
石
油
・
天
然
ガ
ス
・

　

こ
う
し
た
状
況
で
は
あ
る

が
、連
邦
政
府
と
専
門
家
は
、

中
国
の
堅
調
な
需
要
と
コ
モ

デ
ィ
テ
ィ
ー
相
場
の
値
上
が

り
、
さ
ら
に
一
部
の
工
業
製

品
の
輸
出
回
復
と
い
う
状

テ
ナ
ン
ト
訴
訟
が
年
明
け
に
増
加

　

世
界
経
済
の
回
復
に
関
し

て
世
界
銀
行
の
デ
ビ
ッ
ド
・

マ
ル
パ
ス
総
裁
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
用
の
ワ
ク
チ

ン
の
大
規
模
な
接
種
と
、
経

済
成
長
を
公
的
債
務
に
余
り

依
存
し
な
い
こ
と
を
保
証
す

る
各
国
の
改
革
推
進
に
依
存

し
て
い
る
、
と
い
う
考
え
を

示
し
た
。

　

５
日
に
発
表
し
た
世
界
経

済
見
通
し
（
Ｇ
Ｅ
Ｐ
）
で
世

２０年も貿易黒字は維持
（３） ２０２１（令和三）年第５６５０号  １月 １３日 （水曜日）

対
し
て
、
８
月
に
は
ピ
チ
カ

ス
・
モ
ー
ダ
に
対
し
て
退
去

を
要
求
し
た
。

　

イ
グ
ア
テ
ミ
も
１
２
月

に
、
裁
判
所
を
通
さ
ず
、
ア

マ
ロ
に
退
去
す
る
よ
う
求
め

て
い
る
。

　
　
　
　
　
（
７
日
付
掲
載
）

　

エ
ル
ロ
ン
・
ブ
ラ
ン
ド
ン

貿
易
情
報
統
計
担
当
次
官
に

よ
る
と
、
こ
の
期
間
中
に

起
き
た
石
油
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
５
基
の
調
達
を
無
視
す
る

な
ら
、
輸
入
は
前
年
同
月
比

４
％
減
に
と
ど
ま
っ
て
い
た

と
指
摘
。「
例
年
通
り
に
想

定
さ
れ
る
貿
易
黒
字
を
計
上

し
て
い
た
は
ず
だ
」
と
コ
メ

ン
ト
し
た
。

　

た
だ
、
こ
の
石
油
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
の
調
達
を
無
視
し

た
と
し
て
も
、
２
０
２
０
年

１
２
月
の
輸
入
は
、
こ
の
年

末
の
貿
易
収
支
に
お
け
る
ダ

イ
ナ
ミ
ク
ス
の
変
化
を
示
し

４
０
％
減
と
い
う
予
想
を
Ａ

ｎ
ｆ
ａ
ｖ
ｅ
ａ
が
示
す
事

態
に
陥
っ
た
。
だ
が
、
下

半
期
に
販
売
が
回
復
し
て
き

た
こ
と
を
受
け
、
Ａ
ｎ
ｆ
ａ

ｖ
ｅ
ａ
は
１
０
月
、
前
年
比

３
１
％
減
と
い
う
新
た
な
見

通
し
を
発
表
し
た
。

　

今
回
の
結
果
は
２
０
２
０

年
下
半
期
の
自
動
車
業
界
の

回
復
を
示
す
も
の
だ
が
、
業

界
は
２
０
２
１
年
の
年
明
け

を
手
放
し
で
喜
べ
な
い
状
況

で
迎
え
て
い
る
。

自
動
車
販
売
が
約
２
６
％
増

協
会
想
定
の
数
字
を
上
回
る

家
計
債
務
が
１
０
年
以
降
最
大
に

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
影
響
逃
れ
ら
れ
ず

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
で
も
先
の
見
え

な
い
状
況
が
拡
大
し
て
い
る

こ
と
を
受
け
、
２
０
２
０
年

１
２
月
の
経
営
者
信
頼
感
指

数
（
Ｉ
Ｃ
Ｅ
）
は
、
前
月
比

０
・
４
ポ
イ
ン
ト
減
と
な
る

９
５
・
２
ポ
イ
ン
ト
を
記
録

し
た
。
ゼ
ツ
リ
オ
・
ヴ
ァ
ル

ガ
ス
財
団
（
Ｆ
Ｇ
Ｖ
）
が
４

日
に
発
表
し
た
も
の
で
、
３

カ
月
連
続
で
前
月
の
水
準

を
下
回
っ
た
だ
け
で
な
く
、

亜
国
穀
物
検
査
官

が
ス
ト
を
継
続

て
い
る
と
、
テ
ン
デ
ン
シ
ア

ス
・
コ
ン
ス
ル
ト
リ
ア
の
エ

コ
ノ
ミ
ス
ト
で
経
営
パ
ー
ト

ナ
ー
の
シ
ル
ヴ
ィ
オ
・
カ
ン

ポ
ス
・
ネ
ッ
ト
氏
は
言
う
。

同
氏
に
よ
る
と
、
前
年
同
月

比
で
輸
入
が
拡
大
す
る
の
は

２
月
以
来
の
こ
と
だ
と
い

う
。
６
月
か
ら
１
０
月
に
か

け
て
は
、
平
均
す
る
と
前
年

同
月
比
２
６
・
６
％
減
と
い

う
水
準
で
輸
入
は
縮
小
し
て

い
た
と
、
カ
ン
ポ
ス
・
ネ
ッ

ト
氏
は
強
調
し
た
。

　
「
力
強
く
加
速
し
た
回
復

で
は
な
い
も
の
の
、
国
内
の

経
済
活
動
が
改
善
し
て
い
る

重
要
な
兆
候
だ
」
と
同
氏
は

指
摘
。
国
内
経
済
の
回
復
と

歩
調
を
合
わ
せ
る
形
で
、
年

間
を
通
じ
て
緩
や
か
に
輸
入

が
回
復
し
て
い
く
と
い
う
見

方
を
示
し
た
。
な
お
、
テ
ン

デ
ン
シ
ア
ス
・
コ
ン
ス
ル
ト

リ
ア
は
、
２
０
２
１
年
の
Ｇ

Ｄ
Ｐ
成
長
率
を
２
・
９
％
増

は
、
１
２
月
が
同
年
で
最
高

の
２
４
万
４
千
台
（
営
業
日

１
日
当
た
り
１
万
３
１
０
０

台
）
を
販
売
し
た
。
１
２
月

の
新
車
登
録
台
数
は
前
月
比

８
・４
％
増
だ
。

　

Ａ
ｎ
ｆ
ａ
ｖ
ｅ
ａ
は
１
月

の
時
点
で
、
２
０
２
０
年
の

新
車
登
録
台
数
を
前
年
比

９
・
４
％
増
と
予
想
し
て
い

た
。
だ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
が
発
生
し
た
こ
と
で
販
売

が
激
減
。
７
月
に
は
前
年
比

　

全
国
自
動
車
登
録
台
帳

（
レ
ヴ
ァ
ナ
ム
）
の
デ
ー
タ

に
よ
る
と
、
２
０
２
０
年
の

自
動
車
（
小
型
車
及
び
大
型

車
）
の
販
売
台
数
が
、
前
年

比
２
６
・
２
％
増
を
記
録
し

た
。
国
内
自
動
車
製
造
会
社

協
会
（
Ａ
ｎ
ｆ
ａ
ｖ
ｅ
ａ
）

が
想
定
し
て
い
た
数
字
を
上

回
る
も
の
と
な
っ
た
。

　

年
間
の
新
車
登
録
台
数

（
乗
用
車
と
小
型
商
用
車
、

ト
ラ
ッ
ク
、
バ
ス
を
含
む
）

は
２
０
６
万
台
。
月
間
で

　

全
国
財
・
サ
ー
ビ
ス
・
観

光
・
商
業
連
合
会
（
Ｃ
Ｎ

Ｃ
）
が
実
施
し
た
家
計
債
務

の
比
率
に
関
す
る
調
査
に
よ

る
と
、
２
０
２
０
年
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
の
影
響
か
ら
、
家
計

債
務
は
２
０
１
０
年
の
計
測

開
始
以
降
、
最
高
水
準
に
達

し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
同
連
合
会
が
発
表
し
た

債
務
不
履
行
調
査
（
Ｐ
ｅ

ｉ
ｃ
）
に
よ
る
と
、
債
務

世
帯
の
年
間
平
均
比
率
は
、

２
０
１
９
年
が
６
４
・
６
％

だ
っ
た
の
に
対
し
て
、

２
０
２
０
年
は
６
６
・
５
％

に
上
昇
し
た
。

　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
る
不

況
で
失
業
者
が
増
加
し
、
所

得
が
減
少
す
る
中
、
減
少

し
た
家
計
を
補
う
べ
く
、
借

り
入
れ
を
行
っ
て
い
る
と
い

う
。
加
え
て
、
イ
ン
フ
レ
が

況
を
想
定
し
、
２
０ 

２
１
年
に
は
前
年
以

上
の
貿
易
黒
字
を
計

上
す
る
と
予
測
し
て

い
る
。

　

経
済
省
貿
易
局

（
Ｓ
ｅ
ｃ
ｅ
ｘ
）
に

よ
る
と
、
昨
年
の

輸
出
は
前
年
比
６
・

８
６
％
減
の
２
０ 

９
９
億
２
千
万

ド
ル
、
輸
入
は
同

１
０
・
３
９
％
減
の

１
５
８
９
億 

２
６ 

０
０
万
ド
ル
だ
っ

た
。

景
気
回
復
の
カ
ギ
と
な
る
の
は
？

予
防
接
種
と
投
資
呼
び
込
み
改
革

ＩＣＥが１２月に
下落

前月比で０・４％Ｐ減

ペトロブラス

　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
の
中
で

は
ム
ル
チ
プ
ラ
ン

が
２
０
２
０
年
末

に
リ
オ
市
で
、
日

本
の
ミ
ニ
ソ
ー
と
、

衣
料
チ
ェ
ー
ン
の

フ
ォ
ー
エ
バ
ー

２
１
、
マ
リ
ア
・

フ
ィ
ロ
ー
に
対
し

て
退
去
を
要
求
し

た
。
ア
リ
ア
ン
セ
・

ソ
ナ
エ
は
支
払
い

不
足
を
理
由
に
リ

オ
市
で
、
５
月
に

は
レ
ス
ト
ラ
ン
の

ジ
ラ
ッ
フ
ァ
ス
に

　

よ
り
大
規
模
な
生
産
の
再

開
、
あ
る
い
は
大
型
車
や
フ

リ
ー
ト
・
セ
ク
タ
ー
（
一

定
数
以
上
の
一
括
販
売
の
需

要
）
に
対
応
で
き
る
か
は
、

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
計
画
に
依

存
す
る
。
そ
の
た
め
、
Ａ
ｎ

ｆ
ａ
ｖ
ｅ
ａ
は
そ
の
動
向
に

注
目
し
て
い
る
。

　

小
売
部
門
で
は
よ
り
利
益

率
の
高
い
車
両
の
到
着
や
長

期
リ
ー
ス
用
の
よ
う
な
新
車

の
新
た
な
配
備
の
取
り
組
み

な
ど
が
あ
り
、
２
０
２
１
年

は
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
明
る

い
材
料
も
あ
る
。
た
だ
、
新

車
は
ド
ル
高
レ
ア
ル
安
を
反

映
し
て
高
騰
し
て
お
り
、
大

部
分
の
消
費
者
に
と
っ
て
は

こ
れ
ま
で
以
上
に
高
嶺
の
花

銀
は
、
２
０
２
１
年
の
世
界

経
済
の
成
長
に
関
す
る
見
直

し
を
行
い
、こ
れ
ま
で
は
４
・

２
％
増
と
し
て
い
た
予
測
を

４
・
０
％
増
に
引
き
下
げ
た
。

ま
た
、
２
０
２
０
年
に
つ
い

て
は
、
５
・
２
％
減
と
し
て

い
た
こ
れ
ま
で
の
予
測
を

４
・３
％
減
に
引
き
上
げ
た
。

　

マ
ル
パ
ス
総
裁
は
プ
レ
ス

リ
リ
ー
ス
で
、
世
界
経
済
は

緩
や
か
な
回
復
期
に
あ
る
よ

う
に
見
え
る
も
の
の
、
各
国

政
府
は
２
０
２
１
年
に
公
衆

衛
生
問
題
や
経
済
支
援
の
た

め
に
発
生
し
た
債
務
の
管
理

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

複
雑
な
課
題
に
直
面
す
る
と

指
摘
し
た
。

　

そ
の
上
で
同
総
裁
は
、
投

資
を
呼
び
込
み
、
ビ
ジ
ネ
ス

環
境
を
改
善
し
、
労
働
市

場
の
柔
軟
性
を
高
め
る
た
め

の
構
造
改
革
を
各
国
が
進
め

る
よ
う
勧
告
し
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
同
総
裁
が
「
依
然

と
し
て
脆
弱
」
と
評
価
す

る
世
界
経
済
を
着
実
に
回
復

さ
せ
、
今
後
数
年
に
よ
り
力

強
く
成
長
す
る
た
め
の
基
盤

を
築
く
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
。

　

世
界
銀
行
に
よ
る
と
、
各

国
政
府
は
引
き
続
き
経
済
回

復
を
支
え
つ
つ
、
所
得
支
援

策
を
成
長
促
進
策
に
緩
や
か

に
切
り
替
え
て
行
く
必
要
が

あ
る
と
い
う
。

　

長
期
的
に
は
、
先
進
国
と

途
上
国
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

で
引
き
起
こ
さ
れ
た
損
失

を
軽
減
さ
せ
る
た
め
に
保
健

サ
ー
ビ
ス
と
教
育
、
ビ
ジ
ネ

ス
慣
行
を
改
善
し
、
貧
困
を

減
ら
す
必
要
が
あ
る
。

　

世
界
銀
行
は
さ
ら
に
、
成

長
促
進
の
た
め
の
制
度
改
革

に
つ
い
て
、
財
政
基
盤
が
脆

弱
で
債
務
比
率
の
高
い
国
に

と
っ
て
は
と
り
わ
け
重
要
に

な
る
、
と
指
摘
し
た
。

　
　
　
　
　
（
５
日
付
掲
載
）

と
予
想
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
２
０
２
１
年
の

貿
易
黒
字
に
関
し
て
は
、

５
２
１
億
ド
ル
と
予
想
。
輸

入
は
前
年
比
１
１
・
２
％
増

の
１
７
６
８
億
ド
ル
、
輸
出

は
２
２
８
９
億
ド
ル
を
見
込

む
。
２
０
２
１
年
の
輸
入
の

回
復
は
ブ
ラ
ジ
ル
経
済
の
回

復
に
加
え
、
年
間
で
５
レ
ア

ル
以
下
の
レ
ア
ル
高
に
な
る

と
同
社
が
想
定
す
る
ド
ル
為

替
相
場
も
後
押
し
す
る
と
分

析
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
（
５
日
付
掲
載
）

バ
イ
オ
燃
料
監
督
庁
（
Ａ
Ｎ

Ｐ
）
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、

ペ
ト
ロ
ブ
ラ
ス
の
原
油
生
産

量
は
２
０
０
万
５
千
バ
レ
ル

／
日
で
。
２
０
１
９
年
６

月
以
来
の
低
い
水
準
と
な
っ

た
。
前
年
同
月
と
の
比
較
で

は
１
４
％
減
だ
っ
た
。

　

Ａ
Ｎ
Ｐ
に
よ
る
と
、
１
１

月
に
国
内
の
原
油
及
び
天
然

ガ
ス
の
生
産
量
が
落
ち
込

ん
だ
主
な
理
由
は
、
ペ
ト
ロ

ブ
ラ
ス
が
サ
ン
ト
ス
堆
積
盆

地
の
岩
塩
層
下
に
位
置
す
る

ブ
ー
ジ
オ
ス
油
田
と
ト
ゥ

ピ
ー
油
田
、
及
び
カ
ン
ポ
ス

堆
積
盆
地
の
ア
ル
バ
コ
ー
ラ

油
田
で
、
石
油
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
の
定
期
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
の
た
め
の
計
画
的
な
稼
働

停
止
を
行
っ
た
こ
と
だ
。
サ

ン
ト
ス
堆
積
盆
地
で
エ
ナ
ウ

タ
が
操
業
す
る
ア
ト
ラ
ン
タ

油
田
の
石
油
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
で
も
同
様
に
、
整
備
の
た

め
の
計
画
的
な
稼
働
停
止
が

行
わ
れ
た
。

　

石
油
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に

乗
り
込
む
作
業
員
の
配
置

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
影
響
を

受
け
た
こ
と
で
、
ペ
ト
ロ
ブ

ラ
ス
は
定
期
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

を
第
４
四
半
期
（
１
０
―

１
２
月
期
）に
先
送
り
し
た
。

　

ま
た
、
ペ
ト
ロ
ブ
ラ
ス

の
天
然
ガ
ス
の
生
産
量
は
、

１
１
月
に
前
月
比
５
・
１
％

減
、
前
年
同
月
比
９
・
５
％

減
と
な
る
９
０
６
０
万
５
千

立
方
メ
ー
ト
ル
／
日
を
記
録

し
た
。

　

原
油
と
天
然
ガ
ス
を

合
わ
せ
た
総
生
産
量
は
、

２
５
７
万
石
油
換
算
バ
レ
ル

／
日
で
、
前
月
比
５
・
６
％

減
、
前
年
同
月
比
１
３
％
減

だ
っ
た
。

　

ペ
ト
ロ
ブ
ラ
ス
が
国
内
で

生
産
し
た
原
油
は
、
国
内
生

産
全
体
の
７
２
・
８
％
だ
っ

た
。
１
１
月
の
国
内
の
原
油

生
産
量
は
２
７
５
万
５
千

バ
レ
ル
／
日
で
、
前
月
比

４
・
１
％
減
、
前
年
同
月
比

１
０
・
９
％
減
だ
っ
た
。
原

油
と
天
然
ガ
ス
を
合
わ
せ

た
総
生
産
量
は
、
１
１
月

に
３
５
５
万
石
油
換
算
バ

レ
ル
／
日
と
な
り
、
前
月

比
３
・
８
％
減
、
前
年
同
月

比
１
０
・
１
％
減
を
記
録
し

た
。
岩
塩
層
下
か
ら
生
産

し
た
炭
化
水
素
資
源
は
全

体
の
６
８
・
３
％
を
占
め
、

２
４
２
万
石
油
換
算
バ
レ
ル

／
日
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
（
５
日
付
掲
載
）

３
カ
月
連
続
で
石
油
生
産
が
減
少

１
１
月
は
前
月
比
で
５
・７
％
減

高
進
し
た
こ
と
も
、
家
計
の

負
担
と
な
っ
た
。
２
０
２
１

年
の
年
明
け
も
こ
う
し
た
状

況
が
続
く
可
能
性
を
否
定
で

き
な
い
と
い
う
。

　

債
務
の
比
率
は
３
カ
月
に

わ
た
っ
て
下
落
し
て
き
た

が
、
２
０
２
０
年
１
２
月
は

再
び
上
昇
し
、
６
６
・ 

３
％

を
記
録
し
た
。
こ
れ
は
、

１
１
月
の
６
６
％
を
上
回
っ

た
だ
け
で
な
く
、
６
５
・
６ 

％
だ
っ
た
２
０
１
９
年
１
２

月
の
水
準
も
上
回
る
。

　

債
務
不
履
行
に
関
す
る

デ
ー
タ
で
は
月
次
推
移
は
悪

化
し
な
か
っ
た
が
、
２
０
２ 

０
年
１
２
月
は
前
年
同
月
の

水
準
よ
り
も
悪
化
し
、
履
行

遅
滞
の
状
態
と
回
答
し
た
家

庭
は
２
５
・
２
％
を
記
録
し

た
。
１
１
月
の
２
５
・
７
％

を
下
回
っ
た
が
、
２
０
１
９ 

年
１
２
月
は
２
４
・
５
％

だ
っ
た
。
一
部
が
履
行
不
能

と
回
答
し
た
人
も
、
１
２
月

は
１
１
・
２
％
で
、
１
１
月

の
１
１
・
５
％
を
下
回
っ
た

が
、
前
年
同
月
の
１
０
・
０ 

％
を
上
回
っ
た
。

　

所
得
に
対
す
る
債
務

の
比
率
は
、
１
２
月
に

３
０
・
２
％
を
記
録
し
た
。

３
０
・
３
％
を
記
録
し
た
７

月
以
来
の
高
い
水
準
で
、
前

年
同
月
の
２
９
・
５
％
も
上

回
っ
た
。１
２
月
と
し
て
は
、

２
０
１
７
年
の
３
０
・
１
％

以
来
の
高
い
水
準
だ
。

　
　
　
　
　
（
７
日
付
掲
載
）

を
提
訴
し
て
い
る
。

　

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
穀
物
検

査
官
組
合
（
Ｕ
ｒ
ｇ
ｒ
ａ
）

が
、
検
査
官
た
ち
が
ス
ト
を

継
続
し
、
同
国
で
事
業
を
展

開
す
る
輸
出
会
社
と
給
与
の

改
善
に
向
け
て
交
渉
し
て
い

る
と
発
表
し
た
。
ス
ト
は
既

に
１
カ
月
以
上
と
な
り
、
一

部
の
港
湾
で
は
業
務
に
支
障

が
出
て
い
る
。

　

ス
ト
は
２
０
２
０
年
１
２

月
９
日
に
始
ま
っ
た
。
油
糧

種
子
加
工
労
組
も
こ
の
ス
ト

に
参
加
し
た
が
、
昨
年
末
に

ス
ト
を
終
結
。
今
回
は
企
業

と
合
意
し
、
参
加
し
て
い
な

い
。

　

穀
物
検
査
官
ら
は
、
民
間

お
よ
び
商
用
港
湾
会
議
所

（
Ｃ
Ｐ
Ｐ
Ｃ
）
と
交
渉
を
重

ね
て
い
る
。（
６
日
付
掲
載
）

と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
（
１
日
付
掲
載
）

　

経
済
動
向
だ
け
で
な
く
、

９
４
・
５
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た

２
０
２
０
年
８
月
以
来
の
低

い
水
準
と
な
っ
た
。

　

ゼ
ツ
リ
オ
・
ヴ
ァ
ル
ガ
ス

財
団
ブ
ラ
ジ
ル
経
済
研
究

所
（
Ｉ
ｂ
ｒ
ｅ
／
Ｆ
Ｇ
Ｖ
）

の
ア
ロ
イ
ー
ジ
オ
・
カ
ン
ペ

ロ
統
計
総
括
責
任
者
に
よ
る

と
、
１
２
月
は
経
済
活
動
に

関
連
し
て
明
る
い
話
題
が
僅

か
だ
っ
た
と
話
す
。「
こ
の

指
標
が
今
、
上
昇
す
る
可
能

性
は
低
い
と
考
え
て
い
る
」

と
い
う
。
同
氏
に
よ
る
と
、

緊
急
所
得
支
援
が
な
く
な
っ

た
上
に
、
国
内
で
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
が
再
び
拡
大

し
、
商
業
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス

業
の
活
動
が
低
迷
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
景
気
に
対
す
る

企
業
経
営
者
の
信
頼
感
は
、

２
０
２
１
年
の
年
明
け
も
低

調
に
推
移
す
る
と
言
う
。

　

明
る
い
話
題
に
欠
い
て
い

る
た
め
、
経
営
者
信
頼
感
指

数
（
Ｉ
Ｃ
Ｅ
）
を
構
成
す

る
指
標
の
う
ち
、
現
況
指
数

（
Ｉ
Ｓ
Ａ
）
は
０
・
２
ポ
イ
ン

ト
減
の
９
７
・
８
ポ
イ
ン
ト

と
な
っ
た
。
ま
た
、
期
待
感

指
数
（
Ｉ
Ｅ
）
は
０
・
３
ポ

イ
ン
ト
減
の
９
４
・
３
ポ
イ

ン
ト
ま
で
低
下
し
た
。「
Ｉ

Ｓ
Ａ
が
（
今
後
数
カ
月
に
わ

た
っ
て
）
右
肩
下
が
り
に
推

移
し
て
い
く
と
予
測
す
る
方

が
正
解
だ
ろ
う
と
思
う
」
と

カ
ン
ペ
ロ
氏
は
言
う
。

　
　
　
　
　
（
５
日
付
掲
載
）
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伊
那　

宏 

選

　
　
　
　
　
　
ヴ
ィ
ト
リ
ア　
　
　
　
　
　

藤
井
ひ
ろ
す
け

三
代
を
生
き
て
八
十
路
の
初
句
会

ス
マ
ホ
に
て
開
く
ご
時
世
初
句
会

〔
自
粛
下
、
人
が
集
ま
る
こ
と
な
ら
ず
、
さ
り
と
て
句
会
の

メ
ン
バ
ー
に
は
会
い
た
い
。
そ
ん
な
思
い
が
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
正
月
の
句
会
を
実
現
し
た
。
数
人
規
模
の
句
会
な
れ

ば
こ
そ
可
能
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
失

礼
な
が
ら
も
う
お
年
、
苦
手
な
ス
マ
ホ
を
操
っ
て
お
互
い
に

お
顔
拝
見
、
初
笑
い
に
包
ま
れ
た
さ
ぞ
や
楽
し
い
初
句
会

で
あ
っ
た
こ
と
か
と
想
像
す
る
〕

寝
正
月
五
尺
五
寸
の
寝
正
月

閉
じ
こ
も
り
馳
走
が
尽
き
て
三
が
日

家
族
皆
寝
る
ま
で
待
つ
は
嫁
が
君

　
　
　
　
　
　
ヴ
ィ
ト
リ
ア　
　
　
　
　
　
　

藤
井
美
智
子

コ
ロ
ナ
禍
や
ラ
イ
ン
繋
い
で
初
句
会

オ
ン
ラ
イ
ン
寂
寥
あ
ふ
る
初
句
会

自
粛
日
々
客
来
ぬ
安
堵
寝
正
月

人
影
も
ま
ば
ら
な
浜
の
嫁
が
君

お
節
に
も
飽
き
た
と
声
出
る
三
が
日

　
　
　
　
　
　
グ
ア
タ
パ
ラ　
　
　
　
　
　
　

菅
原
　
治
美

苔
の
花
出
稼
ぎ
の
母
戻
る
頃

〔
出
稼
現
象
が
注
目
さ
れ
始
め
た
頃
は
、
父
親
或
い
は
夫

婦
に
よ
る
日
本
へ
の
就
労
が
目
立
っ
た
も
の
だ
が
、
母
親
が

単
独
で
働
き
に
行
く
話
は
稀
で
あ
っ
た
。
本
句
は
最
近
の

話
で
、
お
そ
ら
く
出
稼
ぎ
の
子
息
を
訪
問
が
て
ら
序
に
―

と
い
う
事
例
な
の
で
あ
ろ
う
、
そ
の
帰
り
を
待
ち
侘
び
る

ブ
ラ
ジ
ル
に
残
っ
て
い
る
子
ど
も
の
母
を
案
じ
る
心
情
が
詠

ま
れ
て
い
る
。〈
苔
の
花
〉
は
湿
気
の
多
い
日
陰
に
咲
く
花
。

目
立
た
な
い
植
物
だ
け
に
地
味
な
句
材
を
見
事
引
き
立
た

て
て
い
る
〕

左
手
に
羽
織
る
物
持
ち
薄
暑
か
な

吊
床
に
沈
み
い
び
き
の
カ
ミ
ニ
ョ
ネ
イ
ロ

　
　
　
　
　
　
グ
ア
タ
パ
ラ　
　
　
　
　
　
　

近
藤
佐
代
子

吊
床
を
買
っ
て
乗
り
込
む
船
の
旅

蝉
鳴
く
や
説
教
う
つ
つ
村
の
ミ
サ

球
響
く
蝉
鳴
く
村
の
野
球
場

　
　
　
　
　
　
グ
ア
タ
パ
ラ　
　
　
　
　
　
　

高
木
み
よ
子

薄
暑
か
な
老
い
て
フ
ァッ
シ
ョ
ン
派
手
に
な
り

木
漏
れ
日
の
苔
む
す
古
道
苔
の
花

木
陰
に
て
吊
床
昼
寝
鳥
の
声

　
　
　
　
　
　
グ
ア
タ
パ
ラ　
　
　
　
　
　
　

脇
山
千
寿
子

沈
黙
の
二
人
を
包
む
蝉
の
声

〔
俗
に
〝
蝉
し
ぐ
れ
〟
と
い
う
。
時
雨
の
よ
う
に
蝉
の
鳴
き

声
が
辺
り
に
降
り
注
ぐ
現
象
で
あ
る
。
樹
木
の
多
い
街
中

と
か
山
野
な
ど
蝉
の
生
息
し
て
い
る
場
所
が
必
須
舞
台
。

そ
し
て
〈
沈
黙
の
二
人
〉
か
ら
想
像
さ
れ
る
の
は
、
黙
っ

て
寄
り
添
っ
て
い
る
カ
ッ
プ
ル
で
あ
る
。
若
い
恋
人
同
士
で

よ
し
、
老
夫
婦
で
よ
し
、
蝉
し
ぐ
れ
を
浴
び
て
互
い
の
心

を
わ
が
も
の
に
感
じ
、
ひ
と
時
の
幸
せ
を
享
受
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
平
明
な
表
現
な
が
ら
す
ん
な
り
と
読
者
に
情
況

が
伝
わ
る
。
力
量
あ
っ
て
の
一
句
〕

叱
ら
れ
て
孫
の
逃
げ
場
所
ハ
ン
モ
ッ
ク

二
千
年
ジ
ュ
キ
チ
バ
守
る
沢
苔
の
花

　
　

(

樹
齢
二
千
年
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
樹
木
）

　
　
　
　
　
　
ポ
ン
ペ
イ
ア　
　
　
　
　
　
　

須
賀
吐
句
志

老
二
人
阿
吽
の
呼
吸
冷
奴

や
り
過
ご
す
不
得
手
の
人
や
サ
ン
グ
ラ
ス

幼
児
の
裸
の
間
を
ば
喜
々
と
し
て

　
　
　
　
　
　
ラ
ー
ジ
ェ
ス　
　
　
　
　
　
　

小
松
　
八
景

日
焼
し
て
皺
を
た
た
み
て
老
移
民

曙
や
群
青
の
波
サ
ン
グ
ラ
ス

老
人
や
は
ば
か
り
も
な
く
裸
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

平
間
　
浩
二

冷
奴
踊
る
サ
ン
バ
や
鰹
節

〔
熱
い
料
理
に
鰹
節
を
乗
せ
る
と
一
斉
に
踊
り
出
す
。
湯
気

に
煽
ら
れ
て
動
く
の
で
あ
る
。
良
く
冷
え
た
料
理
で
も
同

様
の
こ
と
が
起
こ
る
の
で
あ
ろ
う
か
、〈
踊
る
サ
ン
バ
〉
と

あ
る
か
ら
、
冷
気
に
よ
っ
て
で
も
薄
い
け
ず
り
節
が
動
き

出
す
の
で
あ
ろ
う
。
冷
奴
に
鰹
節
を
か
け
た
こ
と
が
な
い

筆
者
に
は
初
耳
な
が
ら
、
俳
人
の
観
察
眼
に
教
え
ら
れ
た

思
い
で
あ
る
〕

蘭
鋳
（
ら
ん
ち
ゅ
う
）
の
優
雅
な
泳
ぎ
長
背
び
れ

擦
れ
違
ふ
他
人
と
見
紛
ふ
日
焼
濃
し

　
　
　
　
　
　
カ
ン
ピ
ー
ナ
ス　
　
　
　
　
　

後
藤
た
け
し

庭
番
に
惜
し
き
日
焼
の
男
前

夏
の
夜
半
浮
世
絵
に
見
る
江
戸
の
恋

初
夏
の
街
ハ
イ
ヒ
ー
ル
は
行
く
八
頭
身

　
　
　
　
　
　
イ
タ
ペ
セ
リ
カ
・
ダ
・
セ
ー
ラ　
　
　

山
畑
　
嵩

水
玉
を
の
せ
て
裸
の
胸
ひ
か
る

金
魚
居
て
独
居
老
人
華
や
ぎ
ぬ

〔
水
槽
に
入
れ
て
愛
で
る
金
魚
。
そ
の
種
類
も
い
ろ
い
ろ
。

高
価
な
の
は
日
本
円
で
一
匹
ン
十
万
円
も
す
る
と
か
。
安

価
な
子
供
で
も
買
え
る
も
の
が
一
般
的
だ
が
、
時
に
は
奮

発
し
て
〝
出
目
金
〟
な
ど
買
う
こ
と
も
。
小
さ
な
水
槽
の

中
で
泳
ぐ
金
魚
を
じ
っ
と
見
て
い
る
と
飽
き
な
い
。
独
り

居
の
老
人
に
は
心
の
癒
し
に
な
り
、
美
し
い
金
魚
に
は
子

供
じ
み
た
と
き
め
き
さ
え
覚
え
る
こ
と
も
。
金
魚
は
文
化

と
も
言
わ
れ
、
昔
か
ら
日
本
人
に
愛
さ
れ
、「
金
魚
掬
い
」

は
夏
の
風
物
詩
と
も
な
っ
て
い
る
〕

兄
の
忌
や
薬
味
を
添
へ
て
冷
奴

　
　
　
　
　
イ
タ
ペ
セ
リ
カ
・
ダ
・
セ
ー
ラ　
　

山
畑
　
泰
子

サ
ン
グ
ラ
ス
か
け
れ
ば
ニ
ヒ
ル
別
の
顔

冷
奴
の
ど
ご
し
に
知
る
豆
の
味

煤
払
コ
ロ
ナ
も
共
に
払
ひ
出
し

　
　
　
　
　
　
サ
ン
・
カ
ル
ロ
ス　
　
　
　
　

富
岡
　
絹
子

孫
十
五
裸
を
恥
じ
ぬ
自
閉
症

脚
弱
り
望
め
ど
遠
き
冷
奴

〔
脚
が
弱
っ
て
し
ま
っ
て
冷
奴
を
望
め
ど
叶
わ
な
い
―
と
は

如
何
に
。
お
そ
ら
く
日
本
食
品
を
売
る
店
ま
で
出
か
け
る

の
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。
地
方
の
中

都
市
な
が
ら
日
系
人
が
住
ん
で
お
れ
ば
当
然
見
か
け
る
お

店
、
暑
さ
に
傷
み
や
す
い
豆
腐
は
い
つ
も
店
頭
に
並
ん
で
い

る
と
は
限
ら
な
い
。
時
に
は
食
べ
て
み
た
い
と
思
う
冷
奴

だ
が
諦
め
る
よ
り
ほ
か
な
い
。〈
遠
き
冷
奴
〉
と
は
上
手
い

表
現
で
あ
る
〕

煤
払
出
来
ぬ
身
体
と
宣
言
し

　
　
　
　
　
　
　
セ
ザ
リ
オ
・
ラ
ン
ジ
ェ　
　
　

井
上
　
人
栄

老
夫
婦
薬
味
は
違
ふ
冷
奴

失
せ
物
の
出
て
き
て
忘
れ
煤
払

反
抗
期
最
中
（
さ
な
か
）
で
あ
り
ぬ
サ
ン
グ
ラ
ス

〔
ハ
イ
テ
ィ
ー
ン
の
特
徴
を
よ
く
掴
ん
で
い
る
一
句
。
年
は

十
六
、七
。
変
声
期
、
身
体
的
発
達
、
思
考
も
大
人
び
、

感
受
性
も
豊
か
に
な
っ
て
異
性
に
対
し
て
敏
感
に
反
応
す

る
。
こ
う
い
っ
た
急
激
な
変
化
に
他
な
ら
ぬ
本
人
自
身
が
一

番
戸
惑
い
、
意
味
も
分
か
ら
ず
に
や
た
ら
と
反
抗
的
に
な

る
。
サ
ン
グ
ラ
ス
を
か
け
て
強
が
っ
て
み
せ
る
く
ら
い
な
ら

ま
だ
ま
だ
可
愛
い
方
な
の
だ
、
こ
う
し
て
俳
句
に
し
て
み

た
く
な
る
ほ
ど
に
〕

　
　
　
　
　
　
ド
ラ
ー
ド
ス　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
み
ち
子

写
真
撮
る
ご
ま
か
す
為
の
サ
ン
グ
ラ
ス

後
戻
り
出
来
れ
ば
し
た
し
煤
払

水
打
て
ば
花
の
吐
息
の
す
る
夕
方

　
　
　
　
　
　
フ
ァ
チ
マ
・
ド
・
ス
ー
ル　
　
　

那
須
　
千
草

日
焼
止
め
つ
け
て
垣
根
の
草
を
取
る

サ
ン
グ
ラ
ス
か
け
て
浜
辺
の
散
歩
か
な

隣
に
も
お
裾
分
け
し
て
冷
奴

　
　
　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

原
　
は
る
江

日
焼
顔
働
き
者
の
自
慢
と
も

〔「
百
姓
の
勲
章
は
そ
の
日
焼
顔
（
詠
み
人
知
ら
ず
）」
い
つ

か
そ
ん
な
句
に
お
目
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
百
姓
に

と
っ
て
日
焼
顔
こ
そ
何
よ
り
の
勲
章
な
の
で
あ
る
。
誰
よ
り

も
働
く
こ
と
を
知
っ
て
い
る
顔
な
の
で
あ
る
。
日
焼
顔
こ
そ

健
康
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
、
自
慢
し
て
も
し
き
れ
な
い
顔
な
の

で
あ
る
。
開
拓
農
時
代
、移
民
た
ち
は
皆
日
焼
け
肌
を
誇
っ

た
。
日
焼
け
も
し
な
い
人
は
信
用
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
だ
〕

懐
か
し
や
母
の
好
み
し
冷
奴

差
別
解
け
モ
レ
ー
ナ
輝
く
夏
選
挙

　
　
　
　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

玉
田
千
代
美

帰
り
来
ぬ
日
々
懐
か
し
む
古
暦

生
も
死
も
神
の
恵
み
で
年
暮
る
る

限
り
あ
る
命
を
惜
し
み
年
は
行
く

　
　
　
　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

林
　
と
み
代

豊
満
な
肢
体
描
き
て
ゴ
ヤ
の
裸
像

食
そ
そ
る
薬
味
を
添
へ
て
冷
奴

煤
払
夫
の
遺
せ
し
闘
病
記

　
〔
長
い
間
病
と
闘
っ
た
ご
主
人
の
遺
し
た
日
記
。
そ
れ
は

と
り
も
な
お
さ
ず
同
伴
者
で
あ
る
ご
夫
人
の
〝
闘
病
日
記
〟

と
も
な
る
。
お
二
人
で
生
き
抜
い
た
貴
重
な
証
し
で
あ
る
。

大
切
に
保
管
し
て
お
い
て
、
年
の
暮
れ
に
な
れ
ば
か
な
ら

ず
取
り
出
し
て
拭
き
清
め
る
の
が
慣
わ
し
に
な
っ
た
。
一
般

的
な
「
煤
払
い
」
と
い
う
季
語
で
は
言
い
表
し
き
れ
な
い

微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
含
ま
れ
る
本
句
の
〈
煤
払
〉。
作
者

の
敬
虔
な
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
〕

　
　
　
　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
　
文
子

お
助
け
の
手
抜
き
メ
ニ
ュ
ー
や
冷
奴

知
恵
し
ぼ
る
薬
味
あ
れ
こ
れ
冷
奴

コ
ロ
ナ
禍
も
何
と
か
か
は
し
年
暮
る
る

　
　
　
　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

石
井
か
ず
枝

買
ひ
し
ま
ま
使
ふ
こ
と
な
き
サ
ン
グ
ラ
ス

冷
奴
の
風
味
な
つ
か
し
日
本
旅

老
い
た
れ
ば
梯
子
危
な
し
煤
払

　
　
　
　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

上
村
　
光
代

ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
と
孫
は
裸
で
逃
げ
回
る

賑
や
か
に
家
族
揃
つ
て
煤
払

日
焼
し
て
真
っ
赤
に
な
り
し
肌
痛
む

　
　
　
　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

大
野
　
宏
江

明
日
の
こ
と
金
魚
に
内
緒
話
し
て

大
仏
の
手
の
ひ
ら
に
乗
り
煤
払

日
焼
し
て
自
慢
の
肩
を
見
せ
て
居
り

　
　
　
　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

太
田
　
映
子

ラ
ム
ネ
玉
ポ
ン
と
ふ
る
さ
と
直
ぐ
そ
こ
に

煤
払
心
の
煤
も
払
ひ
た
し

胡
瓜
も
み
タ
コ
と
ワ
カ
メ
を
は
り
こ
ん
で

コ
ロ
ナ
禍
や
帽
子
マ
ス
ク
に
サ
ン
グ
ラ
ス
（
別
稿
よ
り
）

コ
ロ
ナ
禍
は
愛
に
守
ら
れ
月
見
草
（
〃
）

　
　
　
　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

篠
崎
　
路
子

孫
に
告
げ
る
思
案
の
末
に
金
魚
の
死

〔
独
り
居
の
祖
母
に
と
、
水
槽
設
備
と
共
に
孫
が
買
っ
て
く

れ
た
の
で
あ
ろ
う
金
魚
。
毎
日
楽
し
ん
で
世
話
を
し
て
い

た
の
に
、
あ
る
日
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
お
腹
を
上
に
し
て
死

ん
だ
金
魚
を
見
て
、
嘆
き
悲
し
み
、
そ
う
し
て
思
案
の
末

に
孫
に
告
げ
る
こ
と
に
し
た
。
孫
に「
餌
の
や
り
過
ぎ
だ
よ
」

と
言
わ
れ
深
く
反
省
す
る
も
、
容
易
に
悲
し
み
の
底
か
ら

這
い
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
金
魚
の
死
と
い
う
小
さ
な

出
来
事
だ
が
、
祖
母
に
と
っ
て
は
身
内
の
死
に
も
等
し
い
も

の
だ
っ
た
ろ
う
。
金
魚
を
詠
ん
だ
異
色
の
句
〕

金
魚
の
死
餌
の
や
り
過
ぎ
い
さ
め
ら
る

角
笛
や
遊
び
途
中
の
裸
の
子

性
良
き
友
近
く
に
在
は
し
去
年
今
年
（
別
稿
よ
り
）

大
晦
日
用
も
無
い
の
に
セ
ー
広
場
（
〃
）

　
　
　
　
　
ヴ
ァ
ル
ジ
ェ
ン
・
Ｇ
・
パ
ウ
リ
ス
タ　

馬
場
園
か
ね

日
盛
り
や
う
し
ろ
向
け
置
く
寒
暖
計

子
等
は
飽
き
つ
づ
く
献
立
冷
奴

な
つ
か
し
や
姉
さ
ん
か
ぶ
り
の
煤
払

　
　
　
　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

串
間
い
つ
え

ら
っ
き
ょ
う
を
漬
け
て
ひ
と
ま
ず
主
婦
の
顔

チ
プ
ア
ー
ナ
落
花
混
じ
り
の
雨
頻
り

花
混
じ
り
の
雨
の
カ
ー
テ
ン
チ
プ
ア
ー
ナ

　
　
　
　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

田
中
美
智
子

縁
日
の
金
魚
す
く
ひ
も
セ
ピ
ア
色

世
界
中
コ
ロ
ナ
に
疲
れ
年
流
る

聖
樹
の
灯
コ
ロ
ナ
終
息
祈
る
の
み

　
　
　
　
　
　
ボ
ニ
ー
ト　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
け
い
子

日
焼
し
て
声
変
は
り
し
て
孫
凛
々
し

　
〔
熱
い
太
陽
の
下
で
遊
ぶ
少
年
た
ち
。
日
焼
け
な
ど
も

の
と
も
せ
ず
一
日
中
遊
ぶ
の
が
日
課
だ
。
声
変
わ
り
し
つ
つ

も
、
ま
だ
自
分
が
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
よ
う
と
し
て
い

る
こ
と
に
気
づ
か
な
い
十
三
、四
歳
の
孫
。
つ
い
こ
の
間
ま

で
吾
が
身
に
ま
つ
わ
り
つ
い
て
い
た
孫
の
、
そ
ん
な
凛
々
し

い
姿
を
祖
母
は
頼
も
し
げ
に
眺
め
る
。
も
う
直
ぐ
そ
ん
な

孫
に
思
春
期
が
や
っ
て
来
る
。
祖
母
の
夢
が
広
が
る
〕

煤
払
今
年
は
中
止
と
は
ゆ
か
ず

百
日
草
咲
く
菜
園
に
き
ょ
う
も
行
く

　
　
　
　
　
　
　
モ
ン
テ
・
ア
レ
グ
レ　
　
　
　

大
槻
　
京
子

ア
マ
ゾ
ン
の
緑
映
す
や
冷
奴

お
か
つ
ぱ
の
五
歳
の
我
や
金
魚
玉

老
の
目
に
労
は
り
あ
れ
と
サ
ン
グ
ラ
ス

　
　
　
　
　
　
ト
メ
ア
ス
ー　
　
　
　
　
　
　

三
宅
　
昭
子

待
つ
人
の
な
け
れ
今
年
も
年
用
意

「
緑
の
会
」
十
年
記
念
年
の
暮

家
中
も
心
の
中
も
煤
払

　
　
　
　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

西
田
は
る
の

青
嵐
鬼
滅
の
刃
世
を
席
巻
す

新
春
や
学
徒
が
学
ぶ
オ
ン
ラ
イ
ン

青
嵐
老
い
の
無
念
を
吹
き
飛
ば
せ

　
　
　
　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　

浦
野
マ
ル
ガ
リ
ー
ダ

ア
バ
カ
シ
ー
山
程
積
み
ぬ
街
路
店

レ
モ
ン
水
最
高
の
味
シ
シ
リ
ア
ー
ノ

夏
の
月
上
が
り
始
め
し
ビ
ル
の
間
を

　
　
　
　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

森
　
り
つ
子

Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
な
れ
て
嬉
し
や
山
笑
う

一
口
の
食
後
の
コ
ー
ヒ
ー
温
か
し

停
電
に
俳
句
あ
れ
こ
れ
春
の
宵

　
　
　
　
　
　
ポ
ン
ペ
イ
ア　
　
　
　
　
　
　

岩
本
　
洋
子

初
日
記
三
日
坊
主
と
言
わ
れ
て
も

一
月
は
希
望
の
月
と
す
襟
正
す

ネ
タ
見
え
て
孫
の
手
品
に
初
笑
い

　
　
　
　
　
　
ポ
ン
ペ
イ
ア　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
友
栄

年
賀
客
一
瞬
と
ま
ど
う
幼
な
友

教
会
の
鐘
鳴
り
や
ま
ず
初
ミ
ッ
サ

元
旦
や
餅
に
な
じ
め
ぬ
異
人
妻

　
　
　
　
　
　
ポ
ン
ペ
イ
ア　
　
　
　
　
　
　

作
野
　
敏
子

雑
煮
餅
三
つ
も
食
べ
て
母
元
気

白
み
そ
の
雑
煮
の
味
は
母
仕
込
み

神
棚
に
供
え
る
餅
も
注
文
し

　
　
　
　
　
　
ポ
ン
ペ
イ
ア　
　
　
　
　
　
　

鹿
島
　
和
江

若
き
ら
の
新
年
挨
拶
セ
ル
ラ
ル
で

初
電
話
声
変
わ
り
し
て
孫
の
声

雑
煮
食
べ
孫
子
に
囲
ま
れ
老
の
幸

　
　
　
　
　
　
ポ
ン
ペ
イ
ア　
　
　
　
　
　
　

白
石
　
幸
子

初
日
の
出
母
は
東
に
手
を
合
わ
す

〔
曇
り
が
ち
の
元
旦
の
朝
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
日
は
す
で
に

上
っ
て
い
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
母
は
東
に
向
か
っ
て
手

を
合
わ
し
て
い
る
。
で
も
、
母
は
日
の
出
に
手
を
合
わ
せ

な
が
ら
、
も
し
か
し
た
ら
〝
日
出
ず
る
国
〟
に
向
か
っ
て

拝
ん
で
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。「
昔
の
移
民
は
皆
そ
う

じ
ゃっ
た
」
母
の
そ
ん
な
言
葉
を
思
い
出
す
。
そ
う
考
え
る

と
老
い
た
母
の
心
情
が
分
か
る
気
が
す
る
〕

元
旦
や
家
族
の
絆
引
き
締
め
て

御
降
り
や
傘
に
や
さ
し
く
音
の
し
て

　
　
　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

斉
藤
　
明
子

花
の
苗
人
に
あ
げ
よ
と
育
て
上
げ

次
々
に
知
人
の
訃
報
や
春
淋
し

日
本
の
秋
テ
レ
ビ
に
映
る
美
し
さ

春
愁
や
水
害
も
た
ら
す
長
期
雨

■
月
曜
句
会
（
一
月
）　

年
頭
句

ワ
ク
チ
ン
に
期
待
コ
ロ
ナ
禍
の
年
迎
う　

畔
柳
　
道
子

巻
き
ぐ
せ
の
か
す
か
に
残
る
新
暦　
　

須
賀
吐
句
志

正
月
や
我
が
七
度
目
の
丑
の
年　
　
　

住
谷
ひ
さ
お

何
処
ま
で
も
牛
歩
の
歩
み
去
年
今
年　

富
岡
　
絹
子

晴
れ
や
か
に
歌
う
君
が
代
新
年
会　
　

岩
本
　
洋
子

水
い
ら
ず
お
雑
煮
の
あ
る
お
正
月　
　

佐
々
木
友
栄

家
族
と
ふ
砦
に
睦
む
お
正
月　
　
　
　

浅
海
喜
世
子

初
暦
な
ぞ
り
て
祈
る
平
和
に
と　
　
　

脇
山
千
寿
子

祝
ぐ
年
へ
月
曜
句
会
栄
え
あ
れ　
　
　

高
木
み
よ
子

未
曾
有
の
禍
い
捨
て
て
去
年
今
年　
　

近
藤
佐
代
子

コ
ロ
ナ
禍
で
ひ
っ
そ
り
祝
う
お
正
月　
　

鹿
島
　
和
江

拝
賀
式
も
な
し
に
二
○
二
一
年
を
迎
え  

作
野
　
敏
子

新
年
を
希
望
新
た
に
フ
ァ
ミ
リ
ア
で　
　

白
石
　
幸
子

新
春
や
ア
マ
ゾ
ン
水
脈
高
ぶ
れ
り　
　
　

榎
　
す
え
子

人
の
世
の
一
期
一
会
や
寝
正
月　
　
　
　

浅
海
　
護
也

新
薬
に
期
待
高
ま
り
年
新
た　
　
　
　

前
田
　
昌
弘

初
明
り
残
生
い
よ
よ
尊
か
り　
　
　
　

渡
辺
　
悦
子

卒
寿
へ
と
一
歩
踏
み
出
す
年
始
め 　
　

横
地
み
の
り

ブ
ラ
ジ
ル
の
輝
く
大
地
初
景
色　
　
　

伊
那
　
　
宏

■
あ
ら
く
さ
短
歌
会
（
十
二
月
）　

物
忘
れ
ひ
ど
く
な
り
に
し
こ
の
日
頃

　
　
　

何
度
も
火
元
確
か
め
に
行
く　
　

  

坂
田
栄
子

「
年
寄
り
と
思
っ
て
な
い
の
」
と
聞
か
れ
し
が

　
　

我
ま
だ
若
し
と
思
い
て
い
た
り　
　

足
立
富
士
子

ケ
ー
タ
イ
に
日
々
育
ち
ゆ
く
孫
を
見
る

　
　
　
　

幼
さ
の
消
え
少
年
の
顔
に　
　

金
谷
は
る
み

い
つ
の
間
に
年
末
む
か
え
戸
惑
い
が

             

今
年
の
あ
ゆ
み
足
あ
と
つ
か
ず　

吉
峰
倫
子

枯
れ
枝
と
思
い
て
居
し
が
大
い
な
る

               

若
葉
繁
ら
せ
花
咲
か
せ
た
り　

矢
野
正
敬

枝
を
変
え
鳴
き
交
わ
し
て
は
ま
た
替
わ
り

      

意
味
あ
り
げ
な
る
小
鳥
い
じ
ら
し　

矢
野
由
美
子

娘
の
家
に
来
て
住
み
し
よ
り
約
半
年

          

コ
ロ
ナ
は
去
ら
ず
今
年
も
暮
る
る　

梅
崎
嘉
明

師
走
と
は
こ
の
一
年
を
振
り
返
る

               

意
義
あ
る
月
と
父
に
教
わ
る    

安
中
　
攻

や
が
て
来
る
友
を
待
ち
つ
つ
階
段
を

            

行
っ
た
り
来
た
り
娘
が
笑
う    

吉
田
五
登
恵

ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
一
度
も
聞
か
ず
年
は
暮
れ

                

ふ
と
こ
ろ
冷
え
て
心
寂
し
く　

篤
　
常
重

植
え
終
え
し
お
さ
な
苗
木
の
白
イ
ッ
ペ
ー

         

君
永
ら
え
て
こ
の
花
鑑
賞
で
く
れ 　

三
宮
行
功

ゴ
ヤ
ー
ス
の
温
泉
み
や
げ
の
マ
ツ
バ
ボ
タ
ン

             

今
年
も
咲
き
て
土
よ
せ
愛
で
る　

足
立
有
基

然
程
ま
で
腰
は
低
い
と
思
は
ね
ど

            

こ
の
頃
と
み
に
頭
を
ぶ
つ
け
る　

  

上
妻
博
彦

久
々
に
着
物
き
こ
し
め
お
茶
会
は

             

コ
ロ
ナ
禍
の
中
華
や
か
さ
欠
く　

橋
本
孝
子

夏
至
に
入
る
大
地
の
鼓
動
栄
養
に

             

花
咲
き
乱
れ
樹
木
の
息
吹         

伊
藤
智
恵

　
　
　
　
　
　
ヴ
ィ
ト
リ
ア　
　
　
　
　
　
　

大
内
　
和
美

嫁
が
君
わ
れ
ら
も
元
気
大
家
族

三
ヶ
日
こ
の
時
こ
そ
と
里
帰
り

三
ヶ
日
彼
の
実
家
へ
さ
そ
わ
れ
て

故
郷
の
匂
い
吸
い
込
み
寝
正
月

発
句
会
顔
は
見
え
ね
ど
お
し
ゃ
れ
し
て

　
　
　
　
　
　
ヴ
ィ
ト
リ
ア　
　
　
　
　
　
　

久
間
か
つ
子

初
句
会
去
年
と
同
じ
席
に
着
く

初
句
会
一ヵ
所
空
席
淋
し
け
り

三
が
日
心
静
め
て
座
禅
組
む

移
民
妻
も
っ
た
い
な
い
や
寝
正
月

寝
正
月
令
和
三
年
平
和
な
り

　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
ー
ナ　
　
　

斉
藤
　
勝
利

春
ひ
で
り
不
安
顔
し
て
空
見
上
げ

大
豆
蒔
く
雨
無
き
不
安
募
り
つ
つ

大
豆
農
蒔
き
直
し
せ
し
人
多
し

裏
作
に
こ
だ
わ
り
過
ぎ
て
大
豆
蒔
く

慈
雨
来
た
る
今
や
播
種
機
の
ス
タ
ー
ト
か
な

　
　
　
　
　
　
ロ
ン
ド
リ
ー
ナ　
　
　
　
　
　

中
川
千
江
子

エ
ー
ル
し
て
子
ら
の
歌
声
「
花
は
咲
く
」

蝸
牛
我
も
ゆ
っ
く
り
令
和
の
世

フ
ラ
ン
ボ
イ
ア
ン
明
日
も
よ
き
日
や
あ
か
ね
雲

丑
年
の
誕
生
日
近
し
祈
る
人

昨
日
と
は
何
も
変
ら
ず
仏
桑
花

〔
老
齢
と
な
る
と〝
日
々
是
好
日
〟が
何
よ
り
。
何
も
変
わ
っ

て
欲
し
く
な
い
と
い
う
の
が
本
音
で
あ
ろ
う
。
一
日
一
日
が

同
じ
よ
う
に
過
ぎ
て
行
く
こ
と
の
幸
せ
は
、
何
も
の
に
も

替
え
が
た
い
も
の
だ
。
夏
の
陽
光
を
浴
び
て
咲
く
ハ
イ
ビ
ス

カ
ス
（
仏
桑
花
）
の
、
健
康
的
で
眩
い
ば
か
り
の
明
る
さ

を
作
者
は
こ
よ
な
く
愛
し
、
願
っ
て
い
る
。
こ
の
花
の
よ
う

に
毎
日
明
る
い
心
で
過
ご
す
こ
と
が
出
来
れ
ば
―
と
〕

　
　
　
　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　
　

田
　
幹
夫

ク
リ
ス
マ
ス
は
も
う
直
ぐ
で
す
と
孫
が
言
う

夏
暑
し
老
い
て
な
お
聴
く
子
守
唄

死
者
の
日
に
ケ
ー
キ
と
ぼ
た
餅
供
え
け
り

亡
兄
と
語
り
た
き
事
移
民
の
日

蝉
の
音
を
知
ら
ぬ
子
多
し
暑
き
国

　
　
　
　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

猪
野
み
つ
え

移
り
来
て
八
度
の
丑
年
年
女

添
書
き
に
き
っ
ぱ
り
禁
煙
と
あ
る
賀
状

正
月
の
海
は
コ
ロ
ナ
も
無
き
ご
と
し

薄
色
の
新
札
二
百
買
は
じ
め

ピ
ン
ク
色
の
顔
覗
か
せ
て
茗
荷
の
子

　
　
　
　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　
　

吉
田
し
の
ぶ

呪
文
の
ご
と
コ
ロ
ナ
コ
ロ
ナ
で
日
記
果
つ

受
診
日
の
朱
丸
の
み
あ
る
古
暦

〔
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
に
て
外
出
ご
法
度
と
な
り
、
月
々
の
恒

例
の
句
会
は
も
と
よ
り
小
旅
行
の
計
画
、「
ブ
ン
キ
ョ
ウ
」

の
全
て
の
行
事
も
取
り
止
め
、
暦
に
印
し
た
朱
丸
は
受
診

の
日
だ
け
と
な
っ
た
。
文
化
活
動
の
中
止
は
高
齢
者
に
と
っ

て
手
足
を
も
ぎ
取
ら
れ
た
よ
う
な
も
の
、
楽
し
み
を
奪
わ

れ
た
一
年
で
あ
っ
た
。
今
年
は
朱
丸
で
賑
や
か
な
暦
と
な
っ

て
欲
し
い
も
の
だ
、
そ
ん
な
願
い
が
隠
さ
れ
て
い
る
一
句
〕

は
や
ぶ
さ
２
無
事
生
還
に
沸
く
師
走

客
も
来
ぬ
コ
ロ
ナ
続
き
の
寝
正
月

皇
位
継
承
世
論
葛
藤
去
年
今
年

　
　
　
　
　
　
　
モ
ン
テ
・
ア
レ
グ
レ　
　
　
　

高
谷
　
幸
子

初
場
所
の
白
鵬
倒
す
コ
ロ
ナ
か
な

物
言
わ
ず
微
笑
み
て
食
ぶ
雑
煮
か
な

初
日
記
日
々
の
暮
ら
し
を
句
材
と
す

初
厨
我
の
城
に
て
カ
フ
ェ
ー
飲
む

コ
ロ
ナ
禍
に
立
ち
向
か
ふ
世
に
初
日
の
出

〔
世
界
中
の
全
て
の
人
々
が
今
コ
ロ
ナ
禍
に
立
ち
向
か
っ
て

い
る
。
開
発
さ
れ
た
ワ
ク
チ
ン
が
よ
う
や
く
出
回
り
始
め
、

未
曾
有
の
災
禍
に
終
止
符
を
打
た
ん
と
動
き
出
し
た
。
目

に
は
見
え
な
い
世
の
蠢
き
に
燦
々
と
昇
り
始
め
た
初
日
の

出
。
こ
の
輝
き
が
世
界
中
に
行
き
渡
る
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
に
と
祈
ら
ず
に
は
お
れ
な
い
。
新
し
い
年
に
向
か
っ
て
大

読
者
文
芸
投
稿
募
集

Ｅ
メ
ー
ル
で
の
投
稿
を
歓
迎
し
ま
す
。

送
り
先
は
ニ
ッ
ケ
イ
新
聞
「
読
者
文
芸

欄
」
係
ま
で
。

Ｅ
メ
ー
ル
：bunguei.nk @gmail.com

ニ
ッ
ケ
イ
俳
壇 

掲
載
予
定
日

                      

伊
那
宏
選 

隔
週
水
曜

                      

小
斎
棹
子
選 

隔
週
木
曜

ニ
ッ
ケ
イ
歌
壇 

掲
載
予
定
日

                          

上
妻
博
彦
選 

第
三
水
曜

◎
投
句
送
り
先

H
IROSH

I INA
C.P.73, Alum

inio-SP
CEP 18125-000
E-M

ail = hiroshina771@gm
ail.com

変
相
応
し
い
一
句
で
あ
る
。
新
年
最
初
の
俳
壇
の
締
め
く

く
り
に
頂
い
た
〕

　
【
共
同
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
禍
で
外
食
を
控
え
る
流

れ
が
長
期
化
す
る
中
で
、
料

理
人
に
自
宅
で
調
理
し
て
も

ら
う
「
出
張
シ
ェ
フ
」
の
利

用
が
増
え
て
い
る
。
依
頼
を

受
け
る
シ
ェ
フ
に
は
、
飲
食
店

か
ら
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
新
サ
ー
ビ
ス
に
活
路
を
求

め
る
人
も
。
巣
ご
も
り
の
家

で
ご
ち
そ
う
を
楽
し
み
な
が

ら
、
料
理
人
を
支
援
す
る
動

き
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
「
初
め
て
使
う
キ
ッ
チ
ン
は

緊
張
し
ま
す
が
、
す
ご
く
勉
強

に
な
り
ま
す
」。
東
京
都
内
の

マ
ン
シ
ョ
ン
で
、
出
張
シ
ェ
フ
が

手
際
よ
く
調
理
す
る
。
３
時

間
で
約
１
０
品
が
完
成
。
夫

と
０
歳
児
の
３
人
家
族
で
、
育

休
か
ら
の
復
職
を
機
に
利
用
し

始
め
た
３
０
代
の
女
性
医
師
は

「
外
食
も
で
き
な
い
し
、
育
児

に
手
が
か
か
る
の
で
本
当
に
助

か
る
。
宅
配
と
違
い
、
好
み
を

相
談
で
き
る
の
も
い
い
」
と
喜

ぶ
。
１
回
７
４
８
０
円
（
食

材
費
別
）
で
定
期
利
用
し
、

毎
回
夕
食
３
～
４
日
分
を
調

理
し
て
も
ら
う
。

　

こ
の
日
、
担
当
し
た
シ
ェ
フ

の
内
山
暦
さ
ん
（
４
７
）
は
、

人
気
店
で
料
理
長
も
務
め
た
ベ

テ
ラ
ン
。
コ
ロ
ナ
禍
で
失
職
し
、

昨
年
９
月
に
出
張
調
理
サ
ー
ビ

ス
会
社
「
シ
ェ
ア
ダ
イ
ン
」（
東

京
）
に
登
録
し
た
。
母
を
在
宅

介
護
し
て
お
り
、
働
く
時
間
を

選
べ
る
の
が
好
都
合
な
上
「
利

用
者
の
言
葉
や
コ
メ
ン
ト
が
励

み
に
な
る
。
介
護
食
な
ど
、
各

家
庭
の
要
望
に
応
え
て
い
き
た

い
」
と
意
気
込
む
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
あ
お
り
を

受
け
た
料
理
人
の
た
め
、
同

社
は
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展

開
。
衛
生
管
理
や
感
染
予
防

策
な
ど
の
研
修
に
加
え
、
シ
ェ

フ
同
士
の
情
報
交
換
を
後
押

し
す
る
。
離
職
者
だ
け
で
な

く
、
腕
を
磨
こ
う
と
勤
務
先

の
仕
事
と
出
張
調
理
を
両
立

さ
せ
る
若
手
も
。
登
録
者
は

約
９
０
０
人
に
上
る
。

　

調
理
師
を
育
成
す
る
専
門

学
校
の
中
に
は
、
出
張
料
理
を

進
路
の
一つ
と
見
な
す
動
き
も
。

全
国
料
理
学
校
協
会
の
服
部

幸
応
会
長
は
「
五
輪
を
見
込

ん
だ
ホ
テ
ル
や
飲
食
店
の
採
用

終
了
と
コ
ロ
ナ
禍
が
重
な
っ
た
。

卒
業
生
の
進
路
開
拓
は
急
務

だ
」
と
解
説
す
る
。

　

飲
食
店
の
客
足
が
減
り
、
休

業
や
倒
産
が
相
次
い
だ
半
面
、

急
伸
し
た
の
が
「
ウ
ー
バ
ー

イ
ー
ツ
」
な
ど
の
食
事
宅
配

サ
ー
ビ
ス
。
人
気
を
受
け
、
客

席
を
持
た
ず
に
キ
ッ
チ
ン
だ
け

で
営
業
す
る
新
業
態
で
再
起
を

期
す
料
理
人
も
い
る
。「
ク
ラ

ウ
ド
キ
ッ
チ
ン
」「
ゴ
ー
ス
ト
レ

ス
ト
ラ
ン
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
。

　

大
阪
市
東
住
吉
区
に
昨
秋

オ
ー
プ
ン
し
た
「
し
ょ
く
の

杜
」
も
、そ
ん
な
拠
点
の
一つ
。

６
～
１
０
の
店
が
キ
ッ
チ
ン

を
共
有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
唐

揚
げ
や
ピ
ザ
、
丼
、
ド
リ
ン

ク
類
な
ど
を
宅
配
す
る
仕
組

み
で
、
単
独
出
店
に
比
べ
て

初
期
費
用
を
大
幅
に
抑
え
ら

れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　
「
苦
境
に
立
ち
向
か
お
う
と
、

も
が
い
て
い
る
料
理
人
を
支
え

る
場
が
必
要
だ
」
と
代
表
の

有
迫
淳
二
さ
ん
（
４
１
）。
コ

ロ
ナ
を
機
に
離
職
し
、
長
年
の

夢
だ
っ
た
自
分
の
店
を
持
と
う

と
、
し
ょ
く
の
杜
で
、
お
に
ぎ

り
専
門
店
を
始
め
た
久
保
安

さ
ん
（
４
７
）
は
「
異
業
種
の

料
理
人
と
自
由
に
ア
イ
デ
ア
を

出
し
合
い
、
お
互
い
が
人
気
店

と
な
れ
る
よ
う
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
」
と
力
を
込
め
た
。

出
張
シ
ェ
フ
や
宅
配
に
熱
視
線

巣
ご
も
り
の
家
で
ご
ち
そ
う
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【
共
同
】
政
府
は
１
２
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
緊
急

事
態
宣
言
に
つ
い
て
、
栃
木
、
岐
阜
、
愛
知
、
京
都
、
大
阪
、
兵
庫
、
福
岡
の
７

府
県
に
再
発
令
す
る
方
針
を
固
め
た
。
関
係
者
が
明
ら
か
に
し
た
。
宣
言
対
象
地

域
は
首
都
圏
４
都
県
と
合
わ
せ
て
計
１
１
都
府
県
に
拡
大
す
る
。
１
３
日
の
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
本
部
で
正
式
決
定
す
る
。
都
市
部
で
の
感
染
拡
大
に
歯
止
め

が
か
か
ら
ず
、
宣
言
の
対
象
を
拡
大
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
判
断
し
た
。
宣
言
期
間

は
４
都
県
と
同
じ
２
月
７
日
ま
で
と
す
る
。

緊急宣言11都府県に拡大

阪
神
は
一
体
の
経
済
圏
。
一

致
団
結
し
て
関
西
の
感
染
拡

大
を
抑
え
る
こ
と
が
重
要
だ
」

と
強
調
し
た
。

　

他
に
不
要
不
急
の
外
出
自

粛
や
、
イ
ベ
ン
ト
入
場
者
の
上

限
を
５
千
人
と
し
、
屋
内
は

収
容
率
５
０
％
以
下
と
す
る

感
染
拡
大
し
て
い
る
所
に
つ

い
て
も
的
確
な
対
応
を
お
願

い
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

　

愛
知
県
の
大
村
秀
章
、
岐

阜
県
の
古
田
肇
両
知
事
は
、

西
村
康
稔
経
済
再
生
担
当
相

と
テ
レ
ビ
会
議
を
開
き
、
両

県
へ
の
緊
急
事
態
宣
言
を
関

西
３
府
県
と
同
時
に
再
発
令

す
る
よ
う
求
め
た
。
西
村
氏

は
「
政
府
と
し
て
の
対
応
は

専
門
家
を
交
え
て
早
急
に
判

断
す
る
」
と
答
え
た
。
愛
知
、

岐
阜
両
県
で
は
年
明
け
以

降
、
感
染
が
急
速
に
拡
大
し

て
い
る
。

　

関
西
３
府
県
の
知
事
は
９

日
、
西
村
氏
と
の
オ
ン
ラ
イ

ン
会
談
で
再
発
令
を
要
請
済

み
。
栃
木
県
の
福
田
富
一
知

　

菅
義
偉
首
相
は
１
２
日
の

自
民
党
役
員
会
で
、
宣
言
対

象
の
拡
大
に
関
し
「
専
門
家

の
意
見
を
踏
ま
え
、
状
況
を

見
て
速
や
か
に
判
断
し
て
い

き
た
い
」
と
表
明
し
た
。
そ

の
後
、
政
府
与
党
連
絡
会
議

で
「
大
阪
を
は
じ
め
大
幅
に

感
染
拡
大
し
て
い
る
地
域
が

あ
り
、
対
象
地
域
の
拡
大
に

つ
い
て
検
討
に
入
る
」
と
述

べ
た
。

　

大
阪
府
の
吉
村
洋
文
知
事

は
記
者
団
に
「
迅
速
に
ご
判

断
い
た
だ
い
た
。
国
と
協
力

し
て
感
染
急
拡
大
を
抑
え
た

い
」
と
強
調
。
公
明
党
の
山

口
那
津
男
代
表
は
政
府
与
党

連
絡
会
議
で
「
緊
急
事
態
宣

言
の
要
請
が
出
て
い
る
所
や
、

大
阪
、愛
知
、福
岡
な
ど
追
加

政
府
　き
ょ
う
再
発
令
決
定

飲
食
店　
全
域
夜
８
時
ま
で

緊
急
宣
言
見
据
え
足
並
み

　
【
共
同
】
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
特
別

措
置
法
に
基
づ
く
政
府
の
緊

急
事
態
宣
言
が
１
３
日
に
再

　
【
共
同
】
政
府
は
１
２
日
の

与
党
会
合
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
特
別
措
置
法
改
正
案

の
概
要
を
提
示
し
た
。
感
染

の
ま
ん
延
防
止
策
を
講
じ
な

け
れ
ば
緊
急
事
態
宣
言
発
令

を
避
け
ら
れ
な
い
と
判
断
し
た

場
合
、
政
府
が
「
予
防
的
措

置
」
と
し
て
都
道
府
県
単
位

で
対
象
の
期
間
と
区
域
を
公

示
す
る
対
応
策
を
新
設
し
た
。

知
事
へ
の
首
相
権
限
も
強
化
。

宣
言
発
令
前
で
も
、
営
業
時

間
短
縮
な
ど
の
要
請
に
応
じ
な

い
事
業
者
に
知
事
が
「
命
令
」

を
出
せ
る
と
し
、
拒
ん
だ
場

合
は
行
政
罰
の
過
料
を
科
せ

ら
れ
る
と
打
ち
出
し
た
。
具

体
額
は
触
れ
な
か
っ
た
。

　
一
方
、
感
染
症
法
を
改
正

し
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
決
め
る

法
的
位
置
付
け
に
つ
い
て
、
政

府
が
暫
定
的
な
指
定
感
染
症

か
ら
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

感
染
症
に
分
類
す
る
方
向
で

検
討
し
て
い
る
こ
と
も
判
明
。

１
８
日
召
集
の
通
常
国
会
に

両
法
の
改
正
案
を
提
出
し
、

関西３府県コロナ感染広大対策

２
０
１
９
年
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
疑

惑
に
伴
う
決
議
に
続
き
、
米
史

上
初
め
て
２
回
に
わ
た
り
弾
劾

訴
追
さ
れ
る
大
統
領
と
な
る
。

　

議
会
襲
撃
後
、
２
０
日
の

バ
イ
デ
ン
次
期
大
統
領
就
任

式
に
向
け
全
米
で
緊
張
が
高

ま
っ
て
い
る
。
首
都
ワ
シ
ン
ト

ン
や
全
米
５
０
州
で
さ
ら
な

る
武
装
し
た
人
々
に
よ
る
暴

動
へ
の
懸
念
が
出
て
お
り
、
当

局
は
警
備
を
強
化
す
る
。

　

大
統
領
罷
免
に
は
上
院
本

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
＝
仲
井
大

祐
】
米
下
院
民
主
党
は
１
１
日
、

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
支
持
者
ら

に
よ
る
連
邦
議
会
議
事
堂
襲

撃
を
あ
お
り
立
て
る
「
反
乱
の

扇
動
」
を
働
い
た
と
し
て
罷
免

を
求
め
る
弾
劾
訴
追
決
議
（
起

訴
状
に
相
当
）
案
を
下
院
に
提

出
し
た
。
１
３
日
に
審
議
さ
れ
、

民
主
党
は
ト
ラ
ン
プ
氏
が
辞
め

な
け
れ
ば
、
同
日
中
の
採
決
を

目
指
す
。
民
主
党
が
多
数
派
の

た
め
可
決
さ
れ
る
見
込
み
で
、

開
設
が
認
め
ら
れ
て
い
る
「
臨

時
の
医
療
施
設
」
に
つ
い
て
、

予
防
的
措
置
の
段
階
か
ら
開

設
で
き
る
と
し
た
。

　

政
府
は
自
民
、
公
明
両
党

そ
れ
ぞ
れ
の
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
対
策
本
部
な
ど
の
合
同

弾
劾
訴
追
手
続
き
を
進
め
る

と
最
後
通
告
し
て
い
る
。

　
バ
イ
デ
ン
氏
は
１
１
日
、
議

会
襲
撃
に
関
し
「
関
与
し
た

人
物
の
責
任
追
及
が
重
要
だ
」

と
述
べ
、
真
相
解
明
に
期
待

を
示
し
た
。

　

弾
劾
訴
追
決
議
案
は
ト
ラ

ン
プ
氏
が
６
日
の
集
会
で
「
大

統
領
選
で
地
滑
り
的
勝
利
を

収
め
た
」
と
虚
偽
の
主
張
を

繰
り
返
し
た
と
指
摘
。
支
持

者
ら
に
「
死
ぬ
気
で
戦
わ
な
け

れ
ば
国
を
失
う
」
と
議
会
で
の

無
法
行
為
を
意
図
的
に
助
長

し
た
と
し
た
。

　

２
日
に
は
南
部
ジ
ョ
ー
ジ
ア

戦
の
末
に
北
勝
富
士
に
敗
れ
て

３
連
敗
。
場
所
後
の
横
綱
昇

進
の
夢
は
砕
け
散
っ
た
。「
我

慢
し
て
や
っ
て
い
く
し
か
な
い
」

と
言
葉
を
絞
り
出
し
た
が
、

落
胆
の
色
が
に
じ
ん
だ
。

　

低
く
頭
か
ら
当
た
り
、
土

俵
際
ま
で
押
し
込
ん
だ
が
、

攻
め
き
れ
な
い
。
右
は
ず
を

利
か
せ
て
反
撃
に
出
た
北
勝

富
士
の
出
足
に
後
退
し
、
い
な

し
も
不
発
。
左
突
き
落
と
し

を
残
せ
ず
に
膝
か
ら
崩
れ
た
。

土
俵
に
手
を
付
い
た
ま
ま
、
黒

星
の
重
み
を
痛
感
す
る
よ
う
に

　
【
共
同
＝
榎

元
】
綱
と
り

の
重
圧
に
平

常
心
を
奪
わ

れ
て
し
ま
っ
た

の
か
。「
今
場
所
に
限
っ
て
何

か
変
わ
る
こ
と
は
な
い
」
と
口

に
し
て
き
た
貴
景
勝
が
、
熱

綱
と
り
の
夢
砕
け
散
る

貴
景
勝「
我
慢
し
て
や
る
」

オ
ケ
店
な
ど
に
午
後
８
時
ま

で
の
営
業
時
間
短
縮
を
要
請

す
る
な
ど
の
対
応
方
針
を
決

め
た
。

　

要
請
は
政
府
の
基
本
的
対

処
方
針
に
沿
い
、
先
行
し
て
再

発
令
さ
れ
た
首
都
圏
と
同
様

の
措
置
。
京
都
府
、
兵
庫
県

は
感
染
状
況
の
地
域
差
な
ど

を
理
由
に
時
短
要
請
の
対
象

地
域
を
限
定
す
る
方
向
で
検

討
し
て
い
た
が
、
３
府
県
で
対

応
を
そ
ろ
え
た
。
い
ず
れ
も
１

日
当
た
り
６
万
円
の
協
力
金

を
支
給
す
る
。
大
阪
府
の
会

議
後
、吉
村
洋
文
知
事
は
「
京

示
」
が
で
き
る
と
明
記
。
知

事
も
政
府
に
予
防
的
措
置
公

示
を
要
請
可
能
と
し
た
。

　

知
事
が
命
令
を
出
す
際
に

立
ち
入
り
検
査
な
ど
が
で
き

る
と
し
、
拒
否
し
た
場
合
の

過
料
を
規
定
。
宣
言
下
で
も
、

要
請
に
応
じ
な
い
事
業
者
に
は

命
令
を
出
し
、
違
反
す
れ
ば

過
料
の
対
象
と
し
た
。

　

予
防
的
措
置
の
期
間
や
区

域
の
設
定
を
巡
っ
て
は
、
知
事

が
「
専
門
家
の
意
見
を
聴
い

た
上
で
、
必
要
最
小
限
の
も
の

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

抑
制
的
な
運
用
を
強
調
。
事

業
者
な
ど
へ
の
要
請
時
も
、
専

門
家
へ
の
意
見
聴
取
が
必
要
だ

と
指
摘
し
た
。

　

現
行
法
で
は
、
宣
言
中
に

こ
と
を
求
め
る
。
劇

場
や
運
動
施
設
な
ど

に
は
特
措
法
に
基
づ

か
ず
、
午
後
８
時
ま

で
の
営
業
と
す
る
よ

う
協
力
を
呼
び
掛
け

る
。

　

飲
食
店
へ
の
時
短

要
請
を
巡
り
、
３

府
県
は
閉
店
時
間

を
午
後
９
時
と
し
、

対
象
を
そ
れ
ぞ
れ

京
都
市
、
大
阪
市
、

神
戸
、
尼
崎
、
西
宮
、
芦
屋

の
４
市
に
絞
っ
て
い
た
。
京
都

府
の
西
脇
隆
俊
知
事
は
会
議

後
の
記
者
会
見
で
「（
府
内
の

市
町
村
か
ら
も
）
こ
の
間
に
き

ち
ん
と
感
染
を
抑
え
る
べ
き
だ

と
の
意
見
が
多
か
っ
た
」
と
述

べ
た
。
時
短
要
請
に
応
じ
な
い

特
措
法「
予
防
的
措
置
」新
設

宣
言
前
、時
短
拒
否
に
行
政
罰

会
議
で
概
要
を
提
示
。
１
３

日
の
与
野
党
と
の
連
絡
協
議

会
で
示
す
方
針
だ
。
自
民
党

の
１
２
日
の
合
同
会
議
で
は
、

罰
則
に
つ
い
て
「
あ
ま
り
評
判

が
良
く
な
い
」
と
懸
念
す
る

意
見
も
出
た
。

　
【
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
共
同
】
米

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
デ
ィ

エ
ゴ
郊
外
に
あ
る
動
物
園
の
サ

フ
ァ
リ
パ
ー
ク
で
、
複
数
の
ゴ

リ
ラ
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
し
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

同
園
が
１
１
日
、
発
表
し
た
。

無
症
状
の
職
員
か
ら
感
染
し

た
疑
い
が
あ
り
「
大
型
類
人
猿

へ
の
自
然
感
染
が
判
明
し
た
初

の
ケ
ー
ス
」
だ
と
し
て
い
る
。

　

２
頭
の
ゴ
リ
ラ
が
６
日
に

せ
き
の
症
状
を
示
し
、
ふ
ん

州
の
ラ
フ
ェ
ン
ス
パ
ー
ガ
ー
州

務
長
官
に
電
話
で
、
敗
北
し

た
選
挙
結
果
を
覆
す
た
め
に

票
を
「
見
つ
け
ろ
」
と
脅
し
た

と
も
強
調
。「
ト
ラ
ン
プ
氏
が

職
務
に
と
ど
ま
れ
ば
、
国
家

安
全
保
障
、
民
主
主
義
、
憲

法
に
と
り
脅
威
と
な
り
続
け

る
」
と
訴
え
た
。

　

修
正
２
５
条
適
用
を
求
め

る
決
議
案
は
１
１
日
、
全
会

一
致
の
可
決
を
目
指
し
た
が
、

共
和
党
議
員
が
反
対
し
投
票

と
な
っ
た
。

会
議
で
の
弾
劾
裁
判
で
出
席

議
員
３
分
の
２
の
賛
成
が
必

要
。
民
主
党
は
早
期
の
裁
判

開
催
を
求
め
る
が
、
共
和
党

は
政
権
交
代
前
の
開
催
に
は

否
定
的
だ
。

　

下
院
民
主
党
は
１
１
日
、

副
大
統
領
と
閣
僚
の
過
半
数

の
賛
成
で
ト
ラ
ン
プ
氏
を
職

務
不
能
と
し
、
副
大
統
領
を

大
統
領
代
行
に
す
る
合
衆
国

憲
法
修
正
２
５
条
の
適
用
を

求
め
る
決
議
案
も
提
出
し
た
。

１
２
日
に
採
決
、
可
決
さ
れ

る
見
通
し
。
ペ
ロ
シ
下
院
議
長

は
２
４
時
間
以
内
に
ペ
ン
ス
副

大
統
領
が
行
動
し
な
け
れ
ば
、

事
長（
元
横
綱
北
勝
海
）は「
精

神
的
に
粘
り
が
な
か
っ
た
。
張

り
手
を
す
る
よ
う
で
は
ね
」
と

評
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
満
足
な
稽
古
が
で
き
な

く
な
っ
た
昨
年
、
自
分
の
相
撲

事
は
１
２
日
、
西
村
氏
と
電

話
会
談
し
、
宣
言
の
対
象
に

愛
ら
し
い
姿
が
来
園
客
に
人

気
で
、
５
月
５
日
ま
で
見
ら

れ
る
。

　

近
く
の
源
泉
か
ら
引
い
た

湯
を
た
め
た
約
１
８
平
方

メ
ー
ト
ル
の
湯
船
で
、
サ
ル
は

肩
ま
で
漬
か
り
、
毛
づ
く
ろ
い

を
し
た
り
、
腕
を
だ
ら
ん
と

伸
ば
し
た
り
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

た
様
子
。
近
く
で
見
学
す
る

来
園
客
が
餌
を
持
つ
と
、
温

泉
の
中
か
ら
盛
ん
に
手
を
た
た

い
て
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
は
１
９
７
１
年
か

ら
毎
冬
開
催
し
て
い
る
。
同
園

の
サ
ル
約
６
０
匹
の

う
ち
、
温
泉
好
き
は

８
割
ほ
ど
。
湯
加
減

に
う
る
さ
く
、
４
１

〜
４
２
度
に
保
っ
て
い

る
と
い
う
。

　

来
園
し
た
札
幌
市

の
主
婦
吉
田
亜
希
子

さ
ん
（
５
０
）
は
「
見

て
い
て
楽
し
い
。
冬
の

風
物
詩
で
す
ね
」
と

ほ
ほ
え
ん
だ
。

を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
８
日
の
暫

定
結
果
で
ウ
イ
ル
ス
が
検
出
さ

れ
た
。
さ
ら
に
農
務
省
の
機

関
が
１
１
日
に
陽
性
を
確
認
。

ゴ
リ
ラ
の
群
れ
は
現
在
隔
離
さ

れ
て
い
る
と
い
う
。

　

サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク
は
昨
年

１
２
月
６
日
か
ら
閉
園
し
て

い
る
。
同
園
は
、
来
園
者
と

の
間
に
は
常
に
十
分
な
距
離

が
確
保
さ
れ
て
お
り
、
公
衆

衛
生
上
の
リ
ス
ク
は
な
い
と
説

明
し
て
い
る
。

弾
劾
訴
追
案
13
日
に
も
採
決

ト
ラ
ン
プ
氏
が「
反
乱
扇
動
」

米議会襲撃

大相撲番付表（共同）

温
泉
に
漬
か
り
、
目
を
閉

じ
て
く
つ
ろ
ぐ
ニ
ホ
ン
ザ

ル
＝
12
日
午
後
、
北
海

道
・
函
館
市
熱
帯
植
物

園 （
共
同
）

函館の植物園

温泉は
極楽でござる
サルが入浴

　
【
共
同
】
北
海
道
函
館
市
の

湯
の
川
温
泉
街
に
あ
る
市
熱

帯
植
物
園
で
、
飼
育
中
の
ニ

ホ
ン
ザ
ル
が
温
泉
に
漬
か
る
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
中
だ
。
目
を

細
め
て
ゆ
っ
た
り
と
く
つ
ろ
ぐ

コ
ロ
ナ
対
応
２
月
７
日
ま
で

▲
人
通
り
の
ま
ば
ら
な

大
阪
・
新
世
界
の
飲
食

店
街
。
関
西
３
府
県
に

緊
急
事
態
宣
言
が
再

発
令
さ
れ
る
見
通
し
と

な
っ
た
＝
12
日
午
後
６

時
47
分 （
共
同
）

　
【
共
同
】「
コ
ロ
ナ
慣
れ
」
も

指
摘
さ
れ
る
こ
の
冬
、
改
め
て

見
直
し
た
い
身
近
な
予
防
策

が
手
洗
い
だ
。
東
京
医
大
チ
ー

ム
の
調
査
で
、
必
要
な
場
面

で
手
洗
い
が
で
き
て
い
る
人
は

２
割
程
度
と
判
明
。
回
答
の

分
析
を
基
に
「
１
日
１
１
回

以
上
の
手
洗
い
を
心
掛
け
て
」

と
呼
び

掛
け
て

い
る
。

　

調
査

は
昨
年

６

月
、

関
東
地

方
の
約

２
千
人

に
、
外

出
後
や

手洗いかアルコール消毒が
必要な場面と実施率
（東京医大の調査による）

せきやくしゃみ
はなをかんだ後 30.2％

トイレの後 68.1％

外出後 76.4％

食
事
の
前
な
ど
、
感
染
予
防

の
た
め
の
手
指
衛
生
が
大
切

な
五
つ
の
場
面
で
、
手
洗
い
か

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を
ど
の
程
度

実
施
し
て
い
る
か
を
尋
ね
た
。

「
い
つ
も
」
実
施
し
て
い
る
率

が
最
も
低
か
っ
た
の
は
「
せ
き

や
く
し
ゃ
み
、
は
な
を
か
ん

だ
後
」
で
３
０
・
２
％
。
最
高

は
「
外
出
後
」
の
７
６
・
４
％

で
次
が
「
ト
イ
レ
の
後
」

（
６
８
・１
％
）
だ
っ
た
。

　

全
て
の
場
面
で
い
つ
も
し

て
い
た
の
は
２
１
・
１
％
ど
ま

り
。
回
答
者
の
手
洗
い
回
数
を

統
計
的
に
解
析
し
た
と
こ
ろ
、

１
日
１
１
回
の
手
洗
い
で
、
必

要
最
低
限
の
場
面
は
カ
バ
ー
で

き
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
チ
ー

ム
は
「
流
行
が
激
し
い
地
域
で

は
さ
ら
に
回
数
を
増
や
す
こ
と

正しい手の洗い方、六つのポーズ ( 花王「ビ
オレＵ」のサイトより・共同）

手洗い

1日11回以上推奨
はなをかんだ後も忘れず

【コロナ感染】身近な予防策

首
を
振
っ
た
。

　

２
横
綱
の
不
在
も
あ
り
、

昇
進
の
条
件
と
し
て
は
高
い
レ

ベ
ル
の
優
勝
を
求
め
ら
れ
た
場

所
で
、
力
強
さ
に
欠
け
る
取
り

口
が
続
く
。
同
じ
押
し
相
撲

で
最
高
位
に
就
い
た
八
角
理

▲
北
勝
富
士
（
左
）
を
攻

め
る
貴
景
勝
。
突
き
落
と
し

で
敗
れ
る
＝
両
国
国
技
館 

（
共
同
）

を
見
つ
め
直
し
「
単
純

に
押
し
の
強
さ
、
パ
ワ
ー

を
強
く
す
る
」
と
話
し

て
い
た
。
土
俵
人
生
最

大
の
挑
戦
と
な
っ
た
場

所
で
、
そ
の
言
葉
を
体

現
で
き
ず
に

い
る
。

　

場
所
は

ま
だ
１
２

日
間
も
残
っ

て
い
る
。「
勝

た
な
い
と
意

味
が
な
い
。

４
日
目
か

ら
、
ま
た
頑
張
っ

て
い
く
」
と
普
段

通
り
の
言
葉
で
意

欲
を
話
し
た
大

関
。
切
り
替
え
て

何
と
か
存
在
感
を

示
し
た
い
。

▲
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
前
を
歩

く
人
た
ち
＝
12
日
午
後

２
時
６
分 （
共
同
）

飲
食
店
名
の
公
表
に
は
「
要

請
に
応
じ
て
い
た
だ
く
よ
う

努
力
す
る
こ
と
が
基
本
」
と

慎
重
な
姿
勢
を
見
せ
た
。

　

兵
庫
県
の
井
戸
敏
三
知
事

は
会
見
で
、
全
県
を
時
短
要

栃
木
県
を
追
加
す
る
よ
う
要

請
し
た
。
熊
本
県
は
宣
言
発

出
要
請
に
関
し
、
福
岡
や
宮

崎
な
ど
近
隣
県
と
意
見
交
換

し
て
い
る
。

　

政
府
は
１
３
日
午
前
に
厚

労
省
の
専
門
家
組
織
会
合

を
開
催
し
、
午
後
に
専
門
家

で
構
成
す
る
諮
問
委
員
会
で

発
令
拡
大
の
政
府
方
針
を
説

早
期
成
立
を
目
指
す
。

　

緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
を

待
た
ず
に
首
相
権
限
で
迅
速

な
コ
ロ
ナ
対
策
に
取
り
組
む
狙

い
。
野
党
か
ら
は
罰
則
を
含

む
私
権
制
限
へ
の
批
判
も
出
そ

う
だ
。

　

特
措
法
改
正
案
概
要
で
は
、

予
防
的
措
置
に
関
し
、
政
府

対
策
本
部
長
の
首
相
が
実
施

期
間
と
区
域
を
公
示
し
、
知

事
が
最
終
的
に
定
め
る
と
し

た
。
首
相
が
措
置
に
応
じ
な

い
知
事
に
対
し
「
必
要
な
指

発
令
さ
れ
る
見
通
し
と
な
っ
た

京
都
、
大
阪
、
兵
庫
の
関
西

３
府
県
は
１
２
日
、

そ
れ
ぞ
れ
対
策
本

部
会
議
を
開
い
た
。

宣
言
期
間
の
２
月

７
日
ま
で
、
３
府

県
と
も
全
域
で
飲

食
店
や
バ
ー
、
カ
ラ

請
の
対
象
と
す
る
理
由
に
つ
い
て

「
こ
れ
ま
で
の
想
定
以
上
に
感

染
が
急
拡
大
し
て
い
る
。
京
都

府
、
大
阪
府
も
全
域
に
要
請
し

て
お
り
、
同
一
歩
調
を
取
る
必

要
が
あ
る
」
と
説
明
し
た
。

ゴ
リ
ラ
が
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

米
動
物
園
、大
型
類
人
猿
で
初

明
。
衆
参
両
院
に
事
前
報
告

し
た
上
で
政
府
対
策
本
部
で
決
定
し
、
首
相
が
記
者
会
見

す
る
日
程
を
描
い
て
い
る
。

も
有
効
だ
」
と
し
て
い
る
。

改
正
案

提
出
へ



Tivemos a oportunidade 
de avaliar o Spin Activ7, 
um crossover fácil de 
dirigir e que na versão 
2 0 2 1 ,  g a n h o u  u m a 
recalibração do câmbio 
aumentando a agilidade 
do modelo.
A novidade para a linha 
2021 foi a adoção do 
controle eletrônico de 
estabil idade e tração, 
como item de série em 
todas as configurações.
O c rossover t ambém 
g a n h o u  a s s i s t e n t e 
de part ida em acl ive , 
ú t i l em sa ídas de em 
p lanos inc l inados . O 
i t e m f u n c i o n a  c o m 
a s c o n f i g u r a ç õ e s d e 
câmbio automát ico e 
manual, ambos de seis 
marchas. O alerta de não 
afivelamento do cinto do 
passageiro foi incluso 
para complementar o 

O Campeonato Mundial 
de F-1 de 2020 foi um 
dos mais desafiadores em 
décadas.
A  c o m p e t i ç ã o  f o i 
postergada em seu início 
e teve de comprimir uma 
temporada de 17 corridas 
em apenas 23 semanas, 
por conta da pandemia 
global de Covid-19.
Contudo, mostrando o 
espír i to desaf iador a 
Honda respondeu com 
uma de suas temporadas 
de maior sucesso nas 
últimas três décadas.
A s  e q u i p e s  A s t o n 
Martin Red Bull Racing 
e Scuderia AlphaTauri 
somaram 3 vitórias, 14 
pódios, 20 resultados nos 
cinco primeiros colocados 
e 41 finalizações com 
pontos, com um time de 
pi lotos composto por 
Max Verstappen, Alex 
Albon, Pierre Gasly e 
Daniil Kvyat.
Mais impressionante, 
devido ao cronograma 
extremamente apertado, 
foi a confiabilidade da 
Unidade de Força Honda.

A Toyota apresentou 
em dezembro o Corolla 
GR-S 2021, nova versão 
esportiva esportivo e 
com itens exclusivos 
GAZOO Racing. Primeiro 
m o d e l o  p r o d u z i d o 
no Brasil com a grife 
G R o s e d ã l e v a e m 
consideração o lema 
“pushing the limits for 
better” ( “indo ao limite 
em busca do melhor” ).
 Com relação ao design 
e x t e r i o r ,  o v e í c u l o 
apresen ta f a ró i s de 
LED com acendimento 
automático, lanternas 
dianteiras com luzes 
diurnas (DRL) e faróis 
de neblina dianteiros 
de LED. Na traseira, o 
sedã conta com spoiler 
e x c l u s i v o  G A Z O O 
Racing, lanternas de 
LED e emblemas que 
ident if icam a versão 
esportiva. Além disso, o 
veículo é equipado com 
saias laterais E rodas de 
liga leve 17” exclusivas. 
Os retrovisores externos 
e o teto foram pintados 
na cor preta metálica, 
e  o s  p a r a - c h o q u e s 
d iante i ro e t rase i ro 
c o n t a m c o m d e s i g n 
diferenciado. 
O Corolla GR-S conta 
com acabamento interno 
p r e t o  c o m  p a r t e s 
revestidas de couro com 
costuras em vermelho, 

A prova de abertura do 
C a m p e o n a t o M u n d i a l 
d e  F - 1  e m  2 0 2 1 ,  f o i 
oficialmente adiada em 
f u n ç ã o d e p r o b l e m a s 
causados pela pandemia do 
novo coronavírus.
A informação partiu do 
canadense Lawrence Stroll 
(61), pai do piloto Lance 
S t ro l l (22) e ac ion i s ta 
ma jor i t á r io da equ ipe 
Aston Martin que estreia 
este ano.
As equipes já receberam 
um alerta da FOM (Formula 
One Management) para que 

aty@globo.com Amauri Teruo Yamazaki – São Paulo – SP

AUTOS
2021 年型シボレー・スピン・
アクティブのオートマチック車に試乗
Andamos no Chevrolet Spin Activ modelo 2021

GP da Austrália de F-1 de 2021 é adiado para o final de ano

aviso referente ao do 
lado do condutor, que já 
equipava o modelo.
Também foram inclusos 
um novo graf ismo do 
painel de instrumentos 
e a opção de cor Azul 
Eclipse para a carroceria.
O controlador de limite 
de velocidade é outra 
inovação e está disponível 
desde as configurações 
intermediárias.
T e c l a s  n o  v o l a n t e 
permitem ao motorista 
determinar a velocidade 
m á x i m a q u e o c a r r o 
po der i a a l cançar em 
acelerações para evitar 
multas de trânsito, por 
exemplo.
E m r e l a ç ã o à  p a r t e 
m e c â n i c a ,  c o n t a d a 
n o v a  g e r a ç ã o  d a 
transmissão automática 
d e s e i s m a r c h a s , d e 
f u n c i o n a m e n t o m a i s 

O motor RA620H atendeu 
ao esperado, com quatro 
carros em cada corrida, 
sendo a Honda o único 
fabricante a não receber 
penalidades relacionadas 
à motorização neste ano.
O s p i l o t o s d a H o n d a 
c h e g a r a m  n a s  d e z 
primeiras posições do 
g r i d 41 v e z e s d e 68 
possíveis, incluindo três 
corridas em que todos os 
quatro estiveram juntos 
na metade superior do 
grid.
Três dos quatro pilotos 

esport ivo da marca , 
r e ve s t i d o e m c o u r o 
p r e t o  e  c o s t u r a s 
vermelhas.
 MOTOR: 2.0L Dynamic 
Force de ciclo Atkinson 
flex, quatro cilindros em 
linha, 16V e comando 
de vá lvulas var iáve l 
inteligente VVT-iE, com 
etanol, rende 177 cv de 
potência a 6.600 rpm, 
e 169 cv a 6.600 giros 
quando abastecido com 
gasolina, com torque de 
21,4 kgfm a 4.400 rpm, 
em ambos os casos.
TRANSMISSÃO: Direct 
Shi f t de 10 marchas 
proporciona suavidade 
do CVT convencional 
c o m a s e n s a ç ã o d e 
aceleração direta. 
O modelo conta com 
paddle shift no volante 
e botão seletor de modo 

possam se reprogramar 
para o início da temporada.
Com os novos protocolos 
definidos pelo governo 
da Aus t rá l i a , to dos os 
profissionais da F-1 teriam 
de ficar em quarentena 
por 14 dias, o que é muito 
tempo.
Além disso, os profissionais 
da F -1 ter iam de cr iar 
uma bolha como a de Abu 
Dhabi, para não terem de 
se locomover para hotéis e 
restaurantes.
A d e c i s ã o o f i c i a l  f o i 
a n u n c i a d a o n t e m , d i a 

suave e eficiente.
Conectividade: Sistema 
m u l t i m í d i a  M y L i n k 
d e 7 p o l e g a d a s c o m 
Android Auto e Apple 
CarPlay, além do sistema 
de te lemát ica OnStar 
com seus serviços de 
segurança e proteção, 
s e m e q u i v a l e n t e n a 
concorrência.
Motor: Transversal , 4 
c i l i n d r o s , 1.8 S P E /4 
ECO F lex com 111 cv 
de potência e 17,7 kgfm 
de torque com etanol. 
Durante o período de 
a v a l i a ç ã o o m o d e l o 
percorreu 9 km/l com 
gasolina na cidade.
P o r t a  M a l a s :  P o d e 
c h e g a r a 710 l i t r o s 
c o m a  s e g u n d a  e  a 
terceira fileira de bancos 
rebatidos.
P r e ç o :  S p i n A c t i v 7 
lugares: R$ 106.490,00.

da Honda conquistaram 
o p ó d i o , i n c l u i n d o a 
p r i m e i r a v i t ó r i a n a 
carreira de Pierre Gasly.
Cada um dos p i l o tos 
também ficou entre os 
quatro pr imeiros e a 
dupla da Red Bull marcou 
pontos suficientes para 
terminar em segundo no 
Campeonato Mundial de 
Construtores, a melhor 
c o l o c a ç ã o p a r a u m a 
equipe Honda desde que 
a equipe Lucky Strike 
BAR Honda terminou na 
mesma posição em 2004.

de condução Sport.
Á U D I O  E 
C O N E C T I V I D A D E : 
Equipado com central 
m u l t i m í d i a T o y o t a 
Play com tela sensível 
a o  t o q u e  d e  8 ” , 
rádio AM/FM, função 
M P3,  e n t r a d a U S B , 
B l u e t o o t h , c o n e x ã o 
para smartphones e 
tab le t s por me io do 
espelhamento Android 
Auto e Apple Carplay.
O modelo conta ainda 
com: Sistema de Pré-
Colisão Frontal, Sistema 
de Alerta de Mudança 
de Faixa com condução 
assistida, Controle de 
Cruzeiro Adaptativo e 
Faróis altos automáticos.
O modelo chega no final 
do primeiro trimestre 
e o preço ainda não foi 
divulgado.

12, e vai gerar prejuízos 
f i n a n c e i r o s  p a r a  o s 
promotores locais.
Com o cancelamento do 
GP da Austrália a prova de 
abertura passa a ser o GP 
do Bahrein, marcado para 
o dia 28 de março.
D e  a c o r d o  c o m 
infectologistas, a pandemia 
deve começar a diminuir 
em definitivo a partir de 
120 dias após o início da 
vacinação. Contudo, nem 
todas as pessoas estão 
dispostas a tomar a vacina.

Honda conclui bem-sucedida 
temporada de 2020 na F-1

2021年度F1開幕戦オーストラリアGP年末に延期の予定
Toyota apresenta Corolla GR-S 2021
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Chevrolet Spin Activ7 2021 automático tem preço público de R$ 106.490,00.

Max Verstappen da Red Bull venceu com o motor Honda a última corrida de 2021, o GP 
de Abu Dhabi de F-1.

Toyoharu Tanabe e Masashi Yamamoto da Honda 
celebram boa temporada na F-1.

Novo Corolla GR-S só chega no 
final do primeiro trimestre de 
2021. 

O GP de Austrália de F-1 foi adiado para o dia 21 de novembro de 2021.
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b a n c o s  c o m 
l o g o T o y o t a 
GAZOO Racing 
n o  e n c o s t o 
d e  c a b e ç a , 
p a i n e l  d e 
instrumentos 
a n a l ó g i c o 
c o m  d o i s 
indicadores e 
tela de TFT de 
4 ,2”  d i g i t a l , 
c o l o r i d a  e 
personalizada, 
t a p e t e s  e 
v o l a n t e c o m 
o  e m b l e m a 
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